
経
済
発
展
理
論
の
展
開
と
ア
シ
モ
グ
ル
の
制
度
論
（
稲
葉
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（
六
二
七
）

経
済
発
展
理
論
の
展
開
と
ア
シ
モ
グ
ル
の
制
度
論

稲　
　

葉　
　

守　
　

満

は
じ
め
に

最
近
開
発
経
済
学
者
達
の
間
で
経
済
制
度
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
発
展
途
上
国
の
経
済
発
展

に
は
投
資
の
増
大
及
び
技
術
進
歩
ば
か
り
で
な
く
、
健
全
な
国
家
形
成
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
維
持
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
た

め
で
あ
ろ
う
。
即
ち
国
内
紛
争
、
政
治
不
安
、
政
治
家
・
官
僚
の
腐
敗
、
脆
弱
化
し
た
国
家
機
能
、
非
民
主
的
な
意
思
決
定
及
び
制
度
の

不
透
明
性
等
が
発
展
途
上
国
の
持
続
的
な
経
済
発
展
の
大
き
な
阻
害
条
件
に
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
発
展
途
上
国
経
済
が
持
続
的

に
発
展
の
た
め
に
は
、
政
府
が
健
全
な
市
場
経
済
制
度
を
確
立
し
、
そ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
と
い
う
認
識
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
在
来
開
発
経
済
学
者
達
が
展
開
し
て
き
た
経
済
発
展
政
策
や
戦
略
の
論
議
の

中
で
は
、
制
度
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
が
重
要
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
以
下
こ
こ
で
は
最
初
に
一
九
六
〇
年
代
以
降
開
発
経
済
学
者
達

二
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が
論
じ
て
き
た
主
要
な
発
展
途
上
国
の
経
済
発
展
理
論
お
よ
び
パ
ラ
ダ
イ
ム
や
命
題
を
概
略
的
に
解
説
し
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｄ
．

ア
シ
モ
グ
ル
の
政
治
経
済
学
的
な
発
展
途
上
国
の
制
度
分
析
の
方
法
と
内
容
を
紹
介
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
何
故
経
済
制
度
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
問
題
が
発
展
途
上
国
の
持
続
的
な
経
済
発
展
の
た
め
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

1
．
一
九
五
〇
年
│
六
〇
年
代
の
開
発
戦
略

戦
後
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
か
ら
西
欧
先
進
国
の
植
民
地
か
ら
数
多
く
の
国
が
独
立
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
こ
れ
等
の
旧
植
民
地
国

の
近
代
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
論
じ
る
「
近
代
化
論
」
や
経
済
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
を
研
究
す
る
開
発
経
済
学
が
主
に
ア
メ
リ
カ
で
急
速
に
発
展

し
た
。
当
時
ソ
連
と
の
冷
戦
状
態
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は
当
然
の
ご
と
く
に
こ
れ
等
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
近
代
化
の
プ

ロ
セ
ス
を
「
民
主
主
義
国
家
の
形
成
」
の
プ
ロ
セ
ス
、
ま
た
経
済
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
を
「
資
本
主
義
的
な
市
場
経
済
体
制
」
の
形
成
の
プ

ロ
セ
ス
と
捉
え
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
は
世
界
各
地
か
ら
移
住
し
た
移
民
達
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
国
で
あ
り
、

戦
前
及
び
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
発
展
途
上
国
の
知
識
人
達
が
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
経

済
の
正
統
派
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
対
抗
す
る
種
々
の
異
端
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
正
統
派
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
異
端
的
パ
ラ
ダ
イ
ム

を
信
奉
す
る
開
発
経
済
学
者
達
の
間
で
し
ば
し
ば
論
争
が
展
開
さ
れ
た
（
1
）

。
以
下
こ
こ
で
一
九
六
〇
年
代
以
降
論
議
さ
れ
た
主
要
な
経
済
発

展
理
論
や
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
内
容
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。

⑴　

経
済
発
展
段
階
説
：
経
済
学
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ

開
発
経
済
学
の
分
野
で
は
経
済
史
の
視
点
か
ら
ロ
ス
ト
ウ
（W

.W
. R
ostow

）
が
、
近
代
の
経
済
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
を
伝
統
的
社
会
が

資
本
主
義
市
場
へ
「
離
陸
」（take-off 

）
す
る
「
発
展
段
階
理
論
」
を
展
開
し
た
。
伝
統
的
社
会
か
ら
離
陸
す
る
先
行
条
と
し
て
ロ
ス
ト
ウ

二
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は
産
業
資
本
の
形
成
と
比
較
的
高
い
投
資
率
、
産
業
基
盤
の
形
成
、
私
有
財
産
制
度
等
の
市
場
経
済
制
度
の
形
成
、
主
導
的
産
業
の
発
展

が
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
2
）

。
ロ
ス
ト
フ
の
発
展
段
階
説
は
ド
イ
ツ
の
歴
史
主
義
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
3
）

。
ま

た
ロ
シ
ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
経
済
歴
史
学
者
Ａ
．ガ
ー
シ
ェ
ン
ク
ロ
ン
（A

lexander G
ershcenkron

）
は
経
済
の
近
代
化
の
プ
ロ

セ
ス
を
農
業
経
済
か
ら
工
業
経
済
へ
産
業
構
造
の
転
換
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
、
こ
の
転
換
の
過
程
で
「
後
発
国
」
は
先
進
工
業
国
か

ら
容
易
に
先
進
技
術
を
導
入
し
て
生
産
技
術
を
改
善
し
、
工
業
製
品
を
先
進
国
の
市
場
に
輸
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
後
進
国
は
「
後

進
性
の
利
益
」
の
利
益
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
（
4
）

。
こ
の
ガ
ー
シ
ェ
ン
ク
ロ
ン
の
命
題
は
後
に
開
発
経
済
学
者
が
、
発
展
途
上
国
が
先
進

工
業
国
に
キ
ャ
チ
ア
ッ
プ
す
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
し
ば
し
ば
援
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
Ｍ
Ｉ
Ｔ
教
授
の
Ａ
．ア
ム
ス
デ
ン
は

韓
国
の
工
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
「
ガ
ー
シ
ェ
ン
ク
ロ
ン
の
後
進
性
の
利
益
の
命
題
」
が
具
体
化
さ
れ
た
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
（
5
）

。

戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
開
発
経
済
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
達
し
た
社
会
科
学
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。
特
に
社
会
の
近
代
化
の
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
分
析
に
つ
い
て
は
Ｔ
．パ
ー
ソ
ン
ズ
（T

alcott P
arsons

）
の
「
社
会
シ
ス
テ
ム
ス
理
論
」
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
（M

ax W
eber

）
の
社
会
学
理
論
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
（
6
）

。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
は
経
済
社
会
の
近

代
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
資
本
主
義
経
済
体
制
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
、
そ
の
た
め
に
は
私
有
財
産
制
度
、
自
由
競
争
市
場
と
契
約
制

度
、
株
式
会
社
制
度
、「
資
本
主
義
の
精
神
」
を
体
現
す
る
企
業
人
の
出
現
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
と
く
に
禁
欲
的
な
達
成

意
欲
を
持
ち
経
済
合
理
性
を
身
に
付
け
た
企
業
人
の
出
現
が
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
（
7
）

。
特
に
そ
の
影
響
が
顕
著
な
の
は
古
い
社
会
制
度
を

「
創
造
的
に
破
壊
」
す
る
革
新
的
な
企
業
人
の
活
動
が
経
済
発
展
の
原
動
力
で
あ
る
と
考
え
る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
（Joseph A

. 

S
chum

peter

）
の
経
済
発
展
理
論
で
あ
る
（
8
）

。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
経
済
発
展
理
論
は
後
に
紹
介
す
る
「
内
生
的
経
済
成
長
理
論
」
及
び
Ｄ
．

ア
シ
モ
グ
ル
（D

aron A
cem
oglu

）
の
「
経
済
発
展
の
政
治
経
済
理
論
」
に
も
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

二
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⑵　

二
部
門
経
済
発
展
理
論

一
九
五
〇
年
代
及
び
六
〇
年
代
に
台
頭
し
た
の
が
「
二
部
門
経
済
発
展
理
論
」
で
あ
る
。
開
発
経
済
学
者
、
特
に
発
展
途
上
国
の
開
発

経
済
学
者
達
は
発
展
途
上
国
が
伝
統
的
部
門
で
あ
る
農
業
部
門
か
ら
近
代
的
部
門
で
あ
る
工
業
部
門
に
移
行
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
心
を

持
っ
た
。
こ
の
分
野
で
古
典
的
な
理
論
が
ル
イ
ス
（A

rthur W
. L
ew
is

）
と
ラ
ニ
ス
＝
フ
エ
イ
（G

ustav R
anis and J.C

.H
 F
ei

）
に
よ
っ

て
展
開
さ
れ
た
二
部
門
経
済
発
展
理
論
で
あ
る
（
9
）

。
こ
れ
等
二
部
門
経
済
発
展
理
論
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
よ
う
。
①
発
展
途
上

国
に
は
過
剰
労
働
力
が
農
業
部
門
に
堆
積
し
、
こ
れ
等
過
剰
労
働
力
の
限
界
生
産
力
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
こ
れ
等
過
剰
労
働
力
は
「
生
存
最

低
賃
金
」
を
供
与
さ
れ
れ
ば
都
市
部
の
工
業
部
門
に
対
す
る
無
制
限
の
労
働
力
の
供
給
源
と
な
る
。
②
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
農
業
部
門

か
ら
過
剰
労
働
力
が
都
市
部
の
工
業
部
門
に
労
働
力
が
流
出
し
て
も
限
界
生
産
力
が
ゼ
ロ
な
の
で
農
業
生
産
に
は
影
響
を
も
た
ら
さ
な
い
。

③
工
業
部
門
で
は
農
業
部
門
か
ら
流
入
し
た
労
働
者
に
最
低
賃
金
を
支
払
い
、
工
業
経
営
者
が
余
剰
利
益
を
設
備
投
資
に
投
資
す
る
の
で

工
業
部
門
の
生
産
性
が
増
大
す
る
。
④
こ
の
工
業
部
門
の
持
続
的
な
発
展
は
農
業
部
門
の
限
界
生
産
性
が
ゼ
ロ
か
ら
プ
ラ
ス
に
転
じ
る

「
転
換
点
」
に
達
す
る
ま
で
続
行
す
る
。
日
本
で
は
日
本
の
工
業
化
の
プ
ロ
セ
ス
で
何
時
こ
の
「
転
換
点
」
に
達
し
た
か
と
い
う
「
転
換

点
論
争
」
が
展
開
さ
れ
た
（
10
）

。
し
か
し
工
業
部
門
が
発
展
す
る
と
工
業
労
働
者
の
所
得
が
上
昇
し
食
糧
需
要
が
増
大
す
る
。
農
業
部
門
で
は

非
肥
沃
地
ま
で
耕
地
を
拡
大
し
都
市
部
の
増
大
す
る
食
糧
需
要
に
対
応
し
と
す
る
。
そ
の
結
果
食
糧
の
生
産
コ
ス
ト
が
増
大
し
、
そ
れ
に

応
じ
て
都
市
部
の
労
働
力
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
。
農
業
部
門
で
は
リ
カ
ー
ド
の
「
差
額
地
代
」
か
ら
肥
沃
な
土
地
を
所
有
す
る
富
裕
層
階

層
が
出
現
す
る
。
し
か
し
都
市
部
の
工
業
の
余
剰
所
得
及
び
設
備
投
資
が
減
少
し
工
業
は
停
滞
す
る
。
こ
の
現
象
を
日
本
の
開
発
経
済
学

者
の
速
水
佑
次
郎
は
「
複
合
経
済
の
リ
カ
ー
ド
の
罠
」
と
称
し
て
い
る
（
11
）

。

ル
イ
ス
、
ラ
ニ
ス=

フ
ェ
イ
の
二
部
門
経
済
発
展
理
論
を
Ｍ
．ト
ダ
ロ
（M

ichael P
.T
odaro

）
は
後
に
修
正
し
て
い
る
。
ト
ダ
ロ
は
発

二
三
八



経
済
発
展
理
論
の
展
開
と
ア
シ
モ
グ
ル
の
制
度
論
（
稲
葉
）

（
六
三
一
）

展
途
上
国
の
現
実
は
都
市
部
の
近
代
的
工
業
部
門
で
は
未
熟
練
労
働
市
場
の
失
業
率
が
高
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
農
村
部
か
ら
労
働
力
が
都
市
部
に
移
動
す
る
の
は
都
市
部
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
部
門
に
雇
用
機
会
が
多
数
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
と
主
張

す
る
。
こ
の
理
論
は
「
ト
ダ
ロ
理
論
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
発
展
途
上
国
に
見
ら
れ
る
最
近
の
急
激
な
都
市
化
傾
向
を
観
察
す
る

と
「
ト
ダ
ロ
理
論
」
が
よ
り
現
実
的
で
説
明
力
の
あ
る
理
論
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
12
）

。

⑶　

ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
「
逆
Ｕ
字
型
曲
線
」

ロ
シ
ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
て
経
済
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
を
研
究
し
た
サ
イ
モ
ン
・
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
（S

im
on K

uznets

）
は
経
済
の
発

展
と
所
得
配
分
の
パ
タ
ー
ン
に
は
一
定
の
規
則
性
が
あ
り
、
後
に
「
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
逆
Ｕ
字
型
曲
線
」
と
呼
ば
れ
る
命
題
を
一
九
五
五
年

に
発
表
し
た
論
文
の
中
で
提
示
し
た
（
13
）

。
す
な
わ
ち
資
本
主
義
経
済
体
制
の
初
期
の
段
階
で
は
所
得
や
資
産
が
少
数
の
富
裕
階
層
に
集
中
す

る
が
、
経
済
の
発
展
段
階
に
応
じ
て
所
得
配
分
の
平
等
化
が
進
展
す
る
と
い
う
命
題
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
①
経
済
発
展
に
と
も
な
っ

て
産
業
の
中
心
が
農
業
か
ら
工
業
に
移
行
し
、
資
産
保
有
の
平
等
化
が
進
展
す
る
こ
と
、
②
産
業
の
新
陳
代
謝
が
活
発
化
し
人
々
の
所
得

階
層
間
の
垂
直
移
動
が
可
能
と
な
る
こ
と
、
③
政
治
体
制
が
民
主
化
し
社
会
福
祉
政
策
が
実
施
さ
れ
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
所
得
分
配
が

行
わ
れ
る
こ
と
等
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
所
得
分
配
の
不
平
等
度
の
分
布
を
、
所
得
分
配
の
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線
か
ら
推
計
さ
れ
る
「
ジ
ニ

係
数
」
を
縦
軸
に
、
一
人
当
た
り
所
得
を
横
軸
に
と
っ
た
座
標
軸
で
描
く
と
丁
度
Ｕ
の
字
の
逆
の
形
状
を
示
す
の
で
「
逆
Ｕ
字
型
曲
線
」

と
呼
ば
れ
る
。

⑷　

ネ
ル
ソ
ン
の
「
低
位
均
衡
の
罠
」

Ｒ
．ネ
ル
ソ
ン
（R

ichard N
elson

）
は
一
九
五
六
年
の
論
文
の
中
で
戦
後
独
立
し
た
発
展
途
上
国
が
直
面
す
る
問
題
は
「
低
所
得
水
準

か
ら
脱
却
し
え
な
い
罠
」
に
嵌
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
即
ち
発
展
途
上
国
の
一
人
当
た
り
所
得
が
生
存
水
準
を
越
え
て
改

二
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善
さ
れ
る
と
、
そ
の
国
の
人
口
の
増
加
率
が
所
得
の
伸
び
率
を
越
え
て
高
く
な
り
、
結
果
的
に
一
人
当
た
り
所
得
水
準
は
元
の
貧
困
水
準

に
引
き
戻
さ
れ
低
い
所
得
水
準
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
罠
に
は
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
矛
盾
を
指
摘
し
た
（
14
）

。
こ
の
ネ
ル
ソ
ン
の

「
低
位
均
衡
の
罠
」
理
論
は
後
述
す
る
よ
う
に
最
近
発
展
途
上
国
、
特
に
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
「
貧
困
の
罠
」
の
問
題
し
て
復
活
す
る
。

⑸　

Ｈ
．チ
ェ
ネ
リ
ー
の
ギ
ャ
ッ
プ
理
論

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
Ｈ
．チ
ェ
ネ
リ
ー
（H

ollis B
.C
henery

）
は
一
九
六
六
年
に
発
表
し
た
論
文
の
中
で
発
展
途
上
国
は
貯
蓄
と
投
資
の

ギ
ャ
ッ
プ
と
経
常
収
支
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
二
重
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
ま
さ
れ
る
宿
命
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に

先
進
国
政
府
は
政
府
開
発
援
助
に
よ
っ
て
途
上
国
政
府
に
資
金
援
助
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
た
（
15
）

。
チ
ェ
ネ
リ
ー
の
ギ
ャ
ッ
プ

理
論
を
国
民
所
得
勘
定
の
恒
等
式
か
ら
簡
素
化
し
て
説
明
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
国
内
総
生
産
（G

D
P

）
を
需
要
サ
イ
ド
か
ら
分

解
す
る
と
、
民
間
消
費
（C

p

）、
民
間
投
資
（Ip

）、
政
府
支
出
（G

）、
輸
出
（X

）、
輸
入
（M

）
と
す
る
。G

D
P

＝C
p

＋Ip

＋G

＋（X
－
M

）
①
と
表
示
す
る
。
国
民
総
生
産
（G

N
P

）
はG

D
P

に
海
外
か
ら
の
純
要
素
所
得
（F

P

）
を
付
加
さ
れ
た
内
容
と
な
る
。

従
っ
て
、G

N
P

＝G
D
P

＋F
P

　
②
と
書
け
る
。
輸
出
マ
イ
ナ
ス
輸
入
プ
ラ
ス
純
要
素
所
得
を
経
常
収
支
（C

A

）
と
す
る
。
②
式
の
両

辺
か
ら
政
府
税
収
入
（T

）
及
び
民
間
消
費
（C

p

）
を
引
く
と
、
民
間
貯
蓄
（S

p

）
は
次
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
る
。Sp

＝Ip

＋（G
－
T

）

＋C
A

　
③　
こ
の
③
式
を
書
き
換
え
る
と
、C

A

＝（S
p
－
Ip

）＋（T
－
G

）
④
と
な
る
。
④
式
は
次
の
こ
と
を
表
す
。
す
な
わ
ち
経
常
収

支
（C

A

）
は
民
間
の
貯
蓄
と
投
資
の
ギ
ャ
ッ
プ
（S

p
－
Ip

）
と
政
府
の
財
政
収
支
（T

－
G

）
に
分
解
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
発

展
途
上
国
は
一
般
的
に
経
常
収
支
は
赤
字
で
あ
り
、
所
得
水
準
が
低
く
民
間
貯
蓄
（S

p

）
が
限
ら
れ
政
府
の
財
政
収
入
（T

）
も
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
民
間
の
貯
蓄
と
投
資
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
政
府
の
財
政
収
支
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
も
た
ら
す
。
経
常
収
支
の
赤
字
は
主
に
資
本
収
支

の
黒
字
に
よ
っ
て
補
填
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
途
上
国
の
資
本
収
支
は
、
民
間
直
接
投
資
及
び
証
券
投
資
が
限
ら
れ
、
金
融
機
関
か
ら
の

二
四
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借
入
も
リ
ス
ク
が
高
く
期
待
出
来
な
い
。
従
っ
て
経
常
収
支
の
赤
字
は
政
府
開
発
援
助
資
金
に
よ
っ
て
補
填
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を

二
ギ
ャ
ッ
プ
な
い
し
は
三
ギ
ャ
ッ
プ
理
論
と
呼
ば
れ
る
（
16
）

。

⑹　

均
衡
発
展
理
論
と
不
均
衡
発
展
理
論

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
経
済
学
者
Ｒ
．ヌ
ル
ク
セ
（R

agnar N
urkse

）
は
発
展
途
上
の
経
済
発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
は
途
上
国
政
府
が
積

極
的
に
市
場
に
介
入
し
、
財
政
資
金
を
主
要
な
産
業
分
野
や
産
業
基
盤
の
開
発
に
優
先
的
に
投
資
し
、
こ
れ
ら
分
野
を
同
時
並
行
的
に
発

展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
均
衡
発
展
理
論
」
と
呼
ば
れ
、
経
済
発
展
の
た
め
に
は
関
連
す
る
産
業
分

野
を
需
要
・
供
給
の
側
面
か
ら
同
時
並
行
的
に
発
展
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
主
張
は
多
く
の
開
発
経
済
学
者
の
支
持
を
得

た
（
17
）

。
こ
れ
に
対
し
て
Ｐ
．ス
ト
リ
ー
ト
ン
（P
aul S

treton

）
や
Ａ
．ヒ
ル
シ
ュ
マ
ン
（A

lbert H
irschm

an

）
等
は
、
こ
の
均
衡
発
展
理
論
は

途
上
国
の
限
ら
れ
た
財
政
資
源
や
人
材
不
足
、
低
い
技
術
水
準
を
考
え
る
と
非
現
実
的
で
あ
り
、
実
効
性
に
乏
し
い
と
主
張
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
産
業
波
及
効
果
及
び
前
方
・
後
方
関
連
効
果
の
高
い
主
導
的
産
業
に
資
本
、
人
的
資
源
を
集
中
的
に
投
資
す
る
「
不
均
衡
発
展

理
論
」
が
発
展
途
上
国
に
は
最
も
適
し
て
い
る
と
主
張
す
る
（
18
）

。

⑺　

構
造
主
義
理
論
と
従
属
主
義
理
論

「
構
造
主
義
」
理
論
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
経
済
学
者
ラ
ウ
ル
・
プ
レ
ビ
ッ
シ
ュ
（R

aul P
rebisch

）
等
が
一
九
五
〇
│
六
〇
年
代
に
主
張

し
た
「
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
」
の
基
礎
と
な
っ
た
経
済
理
論
で
あ
る
。
こ
の
「
構
造
主
義
理
論
」
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
即
ち
発

展
途
上
国
の
経
済
は
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
経
済
構
造
を
持
ち
、
先
進
工
業
国
に
一
次
産
品
を
輸
出
し
、
先
進
工
業
国
か
ら
経
済
発
展
に
不
可

欠
な
工
業
製
品
を
輸
入
す
る
と
い
う
構
造
的
特
色
を
持
つ
。
し
か
し
途
上
国
の
対
先
進
工
業
国
と
の
貿
易
の
「
交
易
条
件
」
は
構
造
的
に

途
上
国
に
不
利
で
あ
る
。
こ
の
途
上
国
経
済
の
構
造
的
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
は
先
進
国
か
ら
の
工
業
製
品
の
輸
入
を
制
限
し
て
、
自

二
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国
内
で
こ
れ
等
工
業
を
保
護
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
「
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
」
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
19
）

。

「
従
属
性
理
論
」（D

ependency T
heory

）
は
主
に
チ
リ
ー
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
大
学
社
会
経
済
研
究
所
で
一
九
六
〇
年
代
以
降
活
躍
し
た
Ａ
．

Ｇ
．フ
ラ
ン
ク
（A

ndre G
under F

rank

）、
テ
オ
ト
ニ
オ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
（T

heotonio D
os S

antos

）
及
び
エ
ジ
プ
ト
の
サ
ミ
ー
ル
・

ア
ミ
ー
ン
（S

am
ir A
m
in

）
等
が
主
張
し
た
開
発
理
論
で
、
一
般
に
「
新
マ
ル
ク
ス
主
義
」（N

eo-M
arxism

）
な
い
し
は
「
ラ
デ
ィ
カ
ル

政
治
経
済
学
理
論
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
Ａ
．Ｇ
．フ
ラ
ン
ク
は
ド
イ
ツ
生
ま
れ
で
苦
学
（
土
木
工
事
の
労
働
者
）
し
て
シ
カ
ゴ
大
学
で
経
済

学
（
ロ
シ
ア
経
済
論
）
の
博
士
号
を
取
得
す
る
。
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
チ
リ
・
メ
キ
シ
コ
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ド

イ
ツ
等
複
数
の
国
で
開
発
経
済
学
・
社
会
学
・
政
治
学
等
の
社
会
科
学
の
分
野
で
教
鞭
を
と
り
、
従
属
理
論
の
形
成
に
指
導
的
な
役
割
を

演
じ
た
。
フ
ラ
ン
ク
は
七
ケ
国
以
上
の
外
国
語
に
堪
能
で
三
六
冊
の
研
究
書
、
三
五
〇
以
上
の
研
究
論
文
が
あ
る
。
一
九
六
八
│
七
三
年

の
期
間
チ
リ
大
学
で
教
鞭
を
と
り
ア
ジ
ェ
ン
ダ
社
会
主
義
政
権
下
で
大
統
領
の
経
済
顧
問
と
な
る
。
ア
ジ
ェ
ン
ダ
大
統
領
は
一
九
七
三
年

九
月
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
介
入
し
た
と
さ
れ
る
ピ
ノ
チ
ェ
ッ
ト
陸
軍
司
令
官
が
指
揮
す
る
軍
部
の
ク
ー
デ
タ
ー
部
隊
が
大
統
領
府
を
攻
撃
中
に
自
殺

す
る
。
フ
ラ
ン
ク
及
び
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
等
は
国
外
に
逃
亡
し
そ
れ
以
降
従
属
論
の
研
究
は
一
時
主
に
メ
キ
シ
コ
国
立
自
治
大
学
で
お
こ

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
チ
リ
で
は
ピ
ノ
チ
ェ
ッ
ト
軍
事
独
裁
体
制
が
一
九
九
〇
年
ま
で
継
続
し
た
。
こ
の
間
左
翼
勢
力
に
対
す
る
弾
圧

が
行
わ
れ
三
〇
〇
〇
人
以
上
が
死
亡
な
い
し
は
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ピ
ノ
チ
ェ
ッ
ト
政
権
下
で
チ
リ
政
府
は
シ
カ
ゴ

大
学
で
教
育
を
う
け
た
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
達
（
シ
カ
ゴ
・
ボ
ー
イ
ズ
）
が
中
心
と
な
っ
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
銀
の
経
済
自
由
化
政
策
（
ネ
オ
・
リ

ベ
ラ
リ
ス
ム
政
策
）
を
実
施
す
る
。

従
属
理
論
の
主
な
内
容
は
以
下
に
要
約
さ
れ
る
。
即
ち
世
界
の
資
本
主
義
経
済
体
制
は
、
世
界
経
済
を
支
配
す
る
中
核
的
な
西
欧
資
本

主
義
国
と
、
こ
れ
等
資
本
主
義
国
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
従
属
的
な
立
場
に
あ
る
周
辺
低
開
発
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
西
欧
資
本

二
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主
義
経
済
は
一
九
世
紀
末
ま
で
に
独
占
的
な
段
階
に
達
し
発
展
途
上
国
を
帝
国
主
義
的
に
植
民
地
化
し
た
。
低
開
発
国
は
こ
れ
等
先
進
資

本
主
義
国
が
必
要
と
す
る
鉱
物
資
源
、
農
作
物
等
の
一
次
産
品
を
供
給
し
、
先
進
国
が
生
産
す
る
工
業
製
品
の
輸
出
市
場
と
な
る
。
こ
の

よ
う
に
発
展
途
上
国
の
経
済
体
質
は
先
進
国
に
た
い
す
る
従
属
性
を
強
く
持
つ
こ
と
で
あ
る
（
20
）

。
こ
の
「
従
属
理
論
」
は
発
展
途
上
国
の
マ

ル
ク
ス
主
義
を
信
奉
す
る
知
識
人
達
が
自
国
の
経
済
発
展
を
分
析
す
る
基
本
的
な
理
論
的
枠
組
み
と
し
て
活
用
し
た
。

⑻　

ハ
ロ
ッ
ド
＝
ド
ー
マ
の
成
長
理
論

現
代
の
経
済
成
長
理
論
は
次
に
紹
介
す
る
ソ
ロ
ー
＝
ス
ワ
ン
の
新
古
典
派
成
長
理
論
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｒ
・
ハ
ロ
ッ
ド

（R
.F
.H
arrod

）
の
論
文
（
一
九
三
九
年
）
及
び
Ｅ
ド
ー
マ
（E

.D
om
ar

）
の
論
文
（
一
九
四
六
年
）
の
中
で
展
開
さ
れ
た
成
長
理
論
が
出
発
点

と
な
っ
て
い
る
。
ソ
ロ
ー
（R

.S
olow

）
は
現
代
の
経
済
成
長
理
論
の
五
〇
年
の
歴
史
の
中
で
、
三
つ
の
大
き
な
波
動
が
あ
り
、
そ
の
第
一

の
波
動
が
ハ
ロ
ッ
ド
＝
ド
ー
マ
理
論
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
の
波
動
は
ソ
ロ
ー
＝
ス
ワ
ン
の
新
古
典
派
成
長
理
論
で
あ
り
、
第

三
の
波
動
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
展
開
さ
れ
た
「
内
生
的
成
長
理
論
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
21
）

。
ハ
ロ
ッ
ド
は
言
う
ま
で
も
な
く
イ
ギ

リ
ス
の
経
済
学
者
、
ド
ー
マ
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
で
あ
る
。
両
者
の
論
文
は
同
時
期
に
発
表
さ
れ
、
ほ
ぼ
同
じ
前
提
と
方
法
論
を
採

用
し
て
い
る
の
で
一
般
に
両
者
を
含
め
て
ハ
ロ
ッ
ド
＝
ド
ー
マ
の
成
長
理
論
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ハ
ロ
ッ
ド
の
成
長
理
論
を
中

心
に
こ
の
理
論
の
要
点
を
解
説
す
る
こ
と
に
す
る
。
前
述
し
た
チ
ェ
ネ
リ
ー
の
ギ
ャ
ッ
プ
理
論
も
ハ
ロ
ッ
ド
＝
ド
ー
マ
の
成
長
理
論
が
そ

の
分
析
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
理
論
は
計
算
が
比
較
的
簡
単
な
の
で
過
去
発
展
途
上
国
が
一
定
の
経
済
成
長
率
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
と
す
る
投
資
資
金
を
推
計
す
る
理
論
的
方
法
と
し
て
頻
繁
に
使
わ
れ
て
き
た
。

最
初
に
こ
の
理
論
の
実
際
の
適
用
例
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
以
下
ア
ジ
銀
と
省
略
）
は
年
度
別
に
加
盟
国
に
対
す

る
融
資
額
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
数
値
は
加
盟
国
の
国
民
所
得
統
計
か
ら
ハ
ロ
ッ
ド
＝
ド
ー
マ
理
論
を
使
い
比
較
的
容
易
に
推

二
四
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計
可
能
と
な
る
。
そ
の
手
順
は
基
本
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
各
国
政
府
の
短
期
の
経
済
成
長
率
目
標
を
確
定
す
る
。
②
各
国
の

過
去
の
国
民
所
得
統
計
か
ら
「
限
界
資
本
係
数
」（IC

O
R
: increm

ental capital output ratio

）
の
数
値
を
計
算
す
る
。
③
こ
の
数
値
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
年
度
毎
の
追
加
投
資
額
（
純
貯
蓄
額
）
を
推
計
し
、
④
推
計
さ
れ
る
純
国
内
貯
蓄
額
を
確
定
す
る
と
、
必
要
と
さ
れ
る
海

外
資
金
量
を
推
計
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
⑤
海
外
資
金
流
入
量
（foreign capital infl ow

s

）
が
推
計
さ
れ
る
と
国
際
開
発
金
融
機
関

別
、
二
国
間
の
政
府
開
発
援
助
毎
に
配
分
し
て
次
年
度
の
ア
ジ
銀
の
加
盟
国
別
の
融
資
目
標
額
を
確
定
す
る
と
い
う
手
順
で
あ
る
。

ハ
ロ
ッ
ド
の
成
長
理
論
を
理
解
す
る
に
は
、
ハ
ロ
ッ
ド
の
「
動
学
理
論
」
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
が
（
22
）

、
こ
こ
で
は
ハ
ロ
ッ
ド
の
最
初

の
論
文
（
一
九
三
九
年
）
及
び
日
本
の
経
済
学
者
に
よ
る
ハ
ロ
ッ
ド
の
経
済
動
学
の
解
釈
論
を
参
照
に
し
な
が
ら
そ
の
要
点
の
み
を
解
説

す
る
こ
と
に
す
る
（
23
）

。
ハ
ロ
ッ
ド
理
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
に
要
約
さ
れ
る
。
①
一
国
の
経
済
は
単
一
の
同
質
的
な
財
（Y

）
を
産
出
す
る
。

②
こ
の
財
（Y

）
の
産
出
に
は
同
じ
く
同
質
的
な
生
産
要
素
の
資
本
（K

）
と
労
働
力
（L

）
が
使
用
さ
れ
る
。
③
生
産
技
術
に
変
化
は

な
い
と
仮
定
す
る
。
④
財
の
生
産
と
生
産
要
素
の
投
入
に
は
収
穫
一
定
の
原
則
を
前
提
と
す
る
。
⑤
所
得
の
一
定
比
率
が
貯
蓄
さ
れ
る

（
貯
蓄
率
が
一
定
）。
⑥
一
単
位
の
財
（Y

）
の
生
産
に
必
要
な
資
本
（K

）
の
投
入
量
（
資
本
係
数
）
及
び
労
働
力
（L

）
の
投
入
量
（
労
働

係
数
）
は
一
定
と
す
る
。
⑦
労
働
力
の
伸
び
率
（n

）
は
経
済
外
的
要
因
（exogenously given

）
で
あ
る
人
口
統
計
学
的
要
因
に
よ
り
一
定

で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

以
上
の
前
提
か
ら
一
単
位
当
た
り
財
の
生
産
に
必
要
な
労
働
力
の
投
入
量
（
労
働
係
数
）
は
一
定
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
の
で
財
（Y

）
の

生
産
の
伸
び
率
（g

）
は
労
働
力
の
伸
び
率
（n

）
を
長
期
間
越
え
る
こ
と
（g＞

n

）
は
無
い
。
し
か
し
財
の
生
産
の
伸
び
率
（g

）
よ
り

も
労
働
力
の
伸
び
率
（n

）
が
高
い
と
失
業
率
が
増
大
す
る
の
で
、
長
期
間
労
働
力
の
伸
び
率
が
財
の
生
産
の
伸
び
率
を
越
え
る
（n＞

g

）

こ
と
も
な
い
。
従
っ
て
財
市
場
と
労
働
市
場
の
均
衡
を
前
提
と
す
る
と
財
（Y
）
生
産
の
伸
び
率
（g

）
は
労
働
力
（L

）
の
伸
び
率
（n

）

二
四
四
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と
等
し
く
な
る
（g

＝n

）
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
ハ
ロ
ッ
ド
は
「
定
常
状
態
」（steady

│state

）
に
あ
る
経
済
の
「
自
然
成
長
率
」（gn

）

で
あ
る
と
す
る
。

一
方
資
本
（K

）
の
投
入
に
つ
い
て
は
、
均
衡
状
態
で
は
人
々
は
資
本
の
投
資
（I

）
の
た
め
に
必
要
な
部
分
所
得
の
一
部
を
貯
蓄
し

て
投
資
に
ま
わ
す
。
従
っ
て
投
資
と
貯
蓄
は
等
し
く
な
る
（I

＝S

）。
し
か
も
国
は
財
の
生
産
に
必
要
な
生
産
設
備
の
ス
ト
ッ
ク
と
し

て
の
資
本
（K

）
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
資
本
の
伸
び
率
は
（△

K
/K

＝I/K

）
定
常
状
態
で
は
、
資
本
係
数
は
一
定
と
仮
定
し
て

い
る
の
で
財
（Y

）
の
生
産
の
伸
び
率
（g

）
と
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
伸
び
率
を
ハ
ロ
ッ
ド
は
「
適
正
成
長
率
」（gw

）

（w
arranted rate of grow

th
）
と
呼
ぶ
。
即
ちgw

＝I/K

＝I/Y

・Y
/K

＝s/v　
①
と
い
う
等
号
式
が
導
き
だ
さ
れ
る
。I/Y

はI

＝

S

な
の
で
貯
蓄
率
（s

）
を
表
し
、Y

/K

は
資
本
の
生
産
性
、
資
本
係
数v

＝（K
/Y

）
の
逆
数
で
あ
る
。
こ
の
様
に
し
て
ハ
ロ
ッ
ド
理

論
で
は
経
済
の
「
適
正
成
長
率
」
は
限
界
貯
蓄
係
数
（s

）
を
限
界
資
本
係
数
（v

）
で
割
っ
た
値
に
等
し
く
な
る
。
し
か
し
現
実
の
経
済

成
長
率
（gr

）
を△

Y
/Y

と
す
る
と
、
現
実
の
経
済
成
長
率
（gr

）
が
自
然
成
長
率
（gn

）
及
び
適
正
成
長
率
（gw

）
と
一
致
す
る
と

は
限
ら
な
い
。

⑼　

ソ
ロ
ー
の
新
古
典
派
成
長
理
論

一
九
五
六
年
に
Ｒ
・
ソ
ロ
ー
（R

obert S
olow

）
は
三
二
歳
の
時
固
定
投
入
係
数
を
前
提
と
し
た
ハ
ロ
ッ
ド
＝
ド
ー
マ
理
論
を
更
に
発
展

さ
せ
た
経
済
成
長
理
論
の
論
文
を
発
表
し
て
注
目
を
集
め
た
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
ソ
ロ
ー
の
経
済
成
長
理
論
は
新
古
典
派
生
産
関
を
活

用
し
た
変
動
投
入
係
数
を
織
り
込
ん
だ
数
理
的
に
精
緻
化
さ
れ
た
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
ソ
ロ
ー
は
経
済
の
成
長
理
論
及
及
び
実
証

研
究
に
つ
い
て
多
数
の
研
究
成
果
を
発
表
し
、
一
九
八
七
年
ノ
ー
ベ
ル
経
済
賞
を
受
賞
し
た
（
24
）

。
同
じ
時
期
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
学

者
Ｔ
．ス
ワ
ン
（T

.W
.S
w
an

）
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
経
済
成
長
理
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
、
ソ
ロ
ー
の
理
論
は
ソ
ロ
ー
＝
ス
ワ
ン
の
成

二
四
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長
理
論
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
25
）

。
ソ
ロ
ー
の
経
済
成
長
理
論
に
関
し
て
は
多
数
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
の
主
題
は

Ｄ
．ア
シ
モ
グ
ル
の
「
経
済
制
度
の
政
治
経
済
学
分
析
」
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
代
表
的
な
解
説
書
に
依
拠
し
て
ソ
ロ
ー
の
成

長
理
論
の
要
点
だ
け
を
取
り
上
げ
て
解
説
す
る
こ
と
に
す
る
（
26
）

。

ソ
ロ
ー
の
経
済
成
長
の
基
本
形
は
、
変
動
投
入
係
数
（
変
動
す
る
限
界
資
本
・
労
働
投
入
係
数
）
及
び
規
模
に
一
定
の
収
穫
の
生
産
関
数

の
前
提
、
微
分
方
程
式
の
活
用
以
外
は
ハ
ロ
ッ
ド
＝
ド
ー
マ
理
論
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
27
）

。
先
ず
生
産
活
動
（Y

）
が
生
産
要
素
と
し
て
の

資
本
（K

）
と
労
働
力
（L
）
の
関
数
と
す
る
と
、Y

＝f

（K
, L

）
①
と
表
示
さ
れ
る
。
①
式
を
全
微
分
す
る
と
オ
イ
ラ
ー
の
公
式
か
ら
、

dY

＝∂
Y
/∂
K

・dK

＋∂
Y
/∂
L

・dL

　
②
と
な
る
。
こ
の
②
式
の
意
味
は
生
産
の
増
分
（dY

）
は
資
本
の
限
界
生
産
性
（∂

Y
/∂
K

）

に
資
本
の
投
入
量
の
増
分
（dK
）
を
掛
け
た
部
分
と
労
働
力
の
限
界
生
産
性
（∂

Y
/∂
L

）
に
労
働
力
の
増
分
を
掛
け
た
部
分
を
足
し

た
も
の
（
線
形
加
法
）
に
等
し
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
生
産
要
素
市
場
は
完
全
自
由
競
争
で
あ
る
と
い
う
前
提
か
ら
資
本
コ
ス
ト
（r

）
は
資

本
の
限
界
生
産
性
（∂

Y
/∂
K

）
に
等
し
く
、
労
力
の
コ
ス
ト
、
即
ち
賃
金
率
（w

）
は
労
働
力
の
限
界
生
産
性
（∂

Y
/∂
L

）
に
等
し

い
と
仮
定
さ
れ
る
。
所
得
の
一
定
割
合
（s

）
は
貯
蓄
（S

）
さ
れ
、s

＝S
/Y

と
い
う
関
係
が
成
立
し
、
限
界
貯
蓄
性
向
（s

）
は
一
定

と
仮
定
さ
れ
る
。
閉
鎖
経
済
の
前
提
か
ら
貯
蓄
（S
）
は
投
資
（I

）
に
等
し
く
、
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
資
本
（K

）
の
増
分
（dK

）
は

当
期
の
投
資
（I

）
に
等
し
く
な
る
。
し
か
し
資
本
（K

）
は
時
間
と
と
も
に
一
定
の
割
合
（δ

）
で
減
耗
す
る
。
従
っ
て
ネ
ッ
ト
の
資

本
の
増
分
はdK

＝sY
－
δ
K

　
③
と
な
る
。
資
本
の
増
分
（dK
＝K

t

＋1 －
K
t

）
の
変
化
率
は
時
間
の
関
数
と
し
て
（dK

/dt

）
と

し
て
表
さ
れ
、dK

/dt

＝sY
－
δ
K

　
④
と
定
義
さ
れ
る
。

生
産
関
数
と
し
て
は
「
一
次
同
次
」
の
斉
次
方
程
式
、
即
ち
「
規
模
に
関
し
て
収
穫
が
一
定
」
の
関
数
、
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
の
生
産

関
数
が
用
い
ら
れ
る
。
規
模
に
関
し
て
収
穫
が
一
定
（constant returns to scale
）
の
生
産
関
数
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
や
経
済
数
学
で
説
明

二
四
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さ
れ
る
よ
う
に
、
生
産
要
素
の
投
入
量
が
そ
れ
ぞ
れ
ｍ
倍
さ
れ
る
と
生
産
量
も
同
じ
割
合
で
ｍ
倍
さ
れ
る
生
産
関
数
を
さ
す
。
す
な
わ
ち

m
Y

＝f
（m

K
, m
L

）
と
な
る
関
数
を
さ
す
。
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
（C

obb-D
ouglass

）
生
産
関
数
は
、Y

＝f

（K
α
, L

β

）
の
関
数
が
（α

＋β

＝1
）
の
場
合
を
さ
す
。
こ
の
場
合
Ｋ
、
Ｌ
そ
れ
ぞ
れ
を
ｍ
倍
す
る
と
、（m

K

）α

、（m
L

）β

と
な
り
、m

α
＋
β

（K
α
, L

β

）
と
な
る
（
28
）

。

従
っ
て
生
産
関
数Y

＝f

（K
, L

）
が
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
と
仮
定
す
る
と
、
両
辺
を1/L

倍
す
る
と
、Y

/L

＝（K
/L
, 1

）
と
な
り
、

一
人
当
た
り
の
関
数
の
形
、y

＝f

（k

）「（y

＝K
/L
, k

＝K
/L

）
に
書
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
コ
ブ
・
ダ
グ
ラ

ス
型
の
関
数
を
前
提
に
す
る
と
一
人
当
た
り
の
変
数
と
し
て
数
式
の
展
開
が
可
能
と
な
る
。

一
人
当
た
り
労
働
者
の
資
本
ス
ト
ッ
クk

＝K
/L

を
対
数
に
書
き
換
え
る
とlog k

＝log K
－
log L

　
⑤
と
な
る
。
こ
れ
を
変
化

率
に
書
き
換
え
る
と
、（dk/dt

）/k
＝（dK

/dt

）/K
－

（dL
/dt

）/L

　
⑥
と
書
き
か
え
ら
れ
、
一
人
当
た
り
労
働
者
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
の

伸
び
率
は
、
資
本
の
伸
び
率
か
ら
労
働
力
の
伸
び
率
を
引
い
て
求
め
ら
れ
る
。
労
働
力
の
伸
び
率
は
人
口
の
伸
び
率
と
等
し
く
（n

）、
伸

び
率
は
外
生
的
（exogenously

）
に
与
え
ら
れ
る
と
仮
定
す
る
。
ま
た
一
人
当
た
り
生
産
が
一
人
当
た
り
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
関
数
（y

＝k
α

）

と
す
る
と
、
こ
れ
を
対
数
に
直
す
とlog y

＝α

 log k

と
な
り
、
こ
れ
を
書
き
直
す
と
、dy/y

＝α

（dk/k

）
と
な
り
、
一
人
当
た
り

生
産
の
伸
び
率
は
、
一
人
当
た
り
資
本
の
伸
び
率
を
係
数
（α

）
で
修
正
し
た
数
値
に
ひ
と
し
く
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
伸
び
率dK

/dt
＝sY

－
α
K

　
④
式
を
一
人
当
た
り
伸
び
率
に
書
き
か
え
る
と
、（dk/dt

）/k

＝sY
/K
－
n
－
δ

＝sy/k
－
n
－
δ

　
⑦
、dk/dt

＝sy
－

（n
＋δ
）k　
⑧
と
な
る
。
⑧
式
は
一
人
当
た
り
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
伸
び
率
は
、

一
人
当
た
り
貯
蓄
（sy

）
即
ち
一
人
当
た
り
投
資
か
ら
、
労
働
力
の
増
分
（n

）
及
び
資
本
の
減
耗
（δ

）
に
よ
っ
て
減
殺
さ
れ
る
一
人

当
た
り
資
本
ス
ト
ッ
ク
を
引
い
た
分
量
と
な
る
。
一
人
当
た
り
生
産
（G

D
P

）
が
一
人
当
た
り
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
関
数
﹇y

＝f

（k

）﹈

と
す
る
と
、
生
産
の
増
大
は
⑧
式
が
表
す
一
人
当
た
り
資
本
の
増
大
、
即
ち
投
資
（
貯
蓄
）
の
増
大
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
を
図
に
表
す

二
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と
、
図
1
、
図
2
の
と
お
り
と
な
る
。
こ
れ
等
の
図
で
（sy

）
曲
線
と
（n

＋d

）k

直
線
の
交
点
でdk/dt

が
ゼ
ロ
と
な
る
。
こ
の
点
を

定
常
状
態
（steady state

）
と
考
え
、
こ
の
状
態
で
は
一
人
当
た
り
生
産
は
増
減
し
な
い
。
こ
の
状
態
か
ら
一
人
当
た
り
生
産
を
増
大
さ

せ
る
た
め
に
は
短
期
的
に
は
貯
蓄
曲
線
（sy

）
を
上
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
政
府
は
金
融
・
財
政
政
策
に

よ
っ
て
人
々
の
貯
蓄
行
動
を
誘
導
す
る
政
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑽　

技
術
変
化
の
経
済
効
果

一
九
五
六
年
の
論
文
の
中
で
は
ソ
ロ
ー
の
関
心
は
技
術
の
進
歩
の
問
題
は
主
要
な
関
心
領
域
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
降
の
論

文
で
技
術
進
歩
の
経
済
効
果
の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
（
29
）

。
し
か
し
ソ
ロ
ー
の
こ
れ
等
論
文
の
中
で
行
っ
た
技
術
進
歩
の
分
析
は
、

一
九
三
〇
年
代
以
来
主
に
イ
ギ
リ
ス
の
新
古
典
経
済
学
者
達
が
論
議
し
て
き
た
文
脈
の
中
で
行
わ
れ
た
。
即
ち
技
術
進
歩
の
効
果
を
一
定

の
基
準
に
従
っ
て
分
類
し
、
経
済
効
果
を
分
析
す
る
こ
と
が
主
な
課
題
で
あ
っ
た
（
30
）

。
即
ち
一
定
の
技
術
進
歩
を
労
働
節
約
的
（
資
本
集
約

的
）、
資
本
節
約
的
（
労
働
集
約
的
）、
或
い
は
こ
れ
等
に
中
立
的
な
効
果
を
持
つ
か
と
い
う
分
類
を
一
定
の
基
準
（
要
素
価
格
比
率
、
資
本
と

労
働
の
限
界
代
替
率
、
要
素
集
約
度
、
所
得
分
配
率
等
）
で
行
い
、
そ
の
経
済
効
果
の
分
析
を
ど
の
よ
う
な
理
論
的
な
枠
組
み
、
即
ち
生
産
関

数
或
い
は
等
生
産
曲
線
の
シ
フ
ト
と
し
て
捉
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
30
）

。

一
般
的
に
は
技
術
進
歩
を
「
ヒ
ッ
ク
ス
的
分
類
基
準
」
か
「
ハ
ロ
ッ
ド
的
分
類
基
準
」
に
よ
っ
て
分
類
し
そ
の
効
果
を
分
析
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
以
下
を
前
提
と
し
て
論
議
さ
れ
た
。
即
ち
①
生
産
過
程
が
同
一
で
、
生
産
物
が
資
本
と
労
働
の
二
つ
の
生
産
要
素
に

よ
っ
て
一
次
同
次
の
生
産
関
数
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
。
②
要
素
価
格
（w

/r

）
が
一
定
に
保
た
れ
て
い
る
時
、
資
本
・
労
働
の
比
率

（
資
本
集
約
度
）
の
変
化
率
を
β
、
資
本
と
労
働
の
代
替
の
弾
力
性
を
α
、
資
本
の
投
入
係
数
（K

/Y

）
が
一
定
の
時
の
労
働
生
産
性
（Y

/

L

）
の
成
長
率
を
π
と
き
、
ヒ
ッ
ク
ス
型
の
技
術
進
歩
の
分
類
基
準
は
β
の
値
に
よ
っ
て
労
働
節
約
（
資
本
集
約
的
）、
資
本
節
約
的
（
労
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図 1： 1人当たり資本と生産

図 2：貯蓄率の増大と生産

資料：Charles I. Jones, Introduction to Economic Growth, W.W.Norton, 1998, 
pp.26-28.

1 人当り資本

1人当り生産

　消費
＝所得－貯蓄
＝y*－sy*

kk*

y*
y＝f（k）

（n＋d）k

sy
sy＝sf（k）
s：限界貯蓄性向

sy*

1 人当り資本

1人当り生産

k

y

k**k*

（n＋d）k

sy

s’y

貯蓄率の増大
s → s’
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働
集
約
的
）
及
び
こ
れ
ら
等
に
中
立
的
な
変
化
と
分
類
す
る
。
ハ
ロ
ッ
ド
型
の
分
類
基
準
は
資
本
の
投
入
係
数
（K

/Y

）
が
一
定
の
と
き
、

資
本
と
労
働
の
代
替
弾
力
性
α
に
よ
っ
て
労
働
生
産
性
の
変
化
率
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
に
よ
る
分
類
す
る
（
31
）

。
こ
の
基
準
を

フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
（C

.E
.F
erguson

）
は
短
期
の
基
準
と
長
期
の
基
準
に
よ
る
分
類
と
し
て
い
る
。
開
発
経
済
学
は
長
期
の
視
点
に
立
っ
て

発
展
途
上
国
の
経
済
発
展
を
考
察
す
る
こ
と
が
主
な
課
題
で
あ
る
の
で
、
ハ
ロ
ッ
ド
型
の
技
術
進
歩
の
効
果
を
見
て
み
よ
う
。

前
述
し
た
一
人
当
た
り
で
の
生
産
関
数
、y

＝f

（k

）
で
、
労
働
生
産
性
（y

＝Y
/L

）
を
縦
軸
に
、
資
本
装
備
率
（k

＝K
/L

）
を

横
軸
に
と
っ
た
図
3
に
よ
っ
て
技
術
変
化
の
経
済
効
果
を
見
て
み
よ
う
。
技
術
進
歩
を
生
産
関
数
の
シ
フ
ト
と
定
義
す
る
と
次
の
図
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
技
術
進
歩
に
よ
っ
て
生
産
曲
線
は
f1
か
ら
f2
に
シ
フ
ト
す
る
。
f1
の
生
産
曲
線
で
は
資
本
装
備
率
が
k0
の
と
き
、

労
働
生
産
性
は
y0
で
あ
り
、
ａ
点
と
原
点
を
結
ぶ
直
線
の
勾
配
はY

/K

で
資
本
生
産
性
を
示
す
。
技
術
進
歩
の
結
果
生
産
曲
線
が
f1
か

ら
f2
に
シ
フ
ト
す
る
と
、
k0
の
資
本
装
備
率
で
は
労
働
生
産
性
は
y2
の
水
準
に
増
大
し
、
ｅ
点
と
原
点
を
結
ぶ
直
線
の
勾
配
は
急
に
な
り

資
本
の
生
産
性
は
増
大
し
、
y0
か
ら
y1
へ
の
労
働
生
産
性
の
増
大
部
分
は
技
術
進
歩
の
効
果
で
あ
る
。

技
術
変
化
の
効
果
を
等
生
産
量
曲
線
で
解
析
す
る
と
、
技
術
進
歩
の
効
果
は
等
生
産
力
曲
線
が
下
方
に
f0
か
ら
f1
に
シ
フ
ト
す
る
と
解

釈
す
る
。
即
ち
一
定
単
位
の
財
を
生
産
す
る
の
に
よ
り
少
な
い
資
本
・
労
働
力
の
投
入
で
生
産
が
可
能
と
な
る
と
解
釈
す
る
。
当
初
f0
の

生
産
曲
線
上
の
ａ
点
で
生
産
し
て
い
た
と
す
る
と
、
ａ
点
と
原
点
を
結
ぶ
直
線
の
勾
配
はK

/L

で
資
本
装
備
率
（
資
本
集
約
度
）
を
表
す
。

ａ
点
で
生
産
曲
線
と
接
す
る
接
線
の
勾
配
は
（w

/r

）
生
産
要
素
価
格
比
率
（
資
本
と
労
働
の
限
界
代
替
率
）
を
表
す
。
技
術
進
歩
の
結
果

等
生
産
量
曲
線
は
f1
に
下
方
に
シ
フ
ト
す
る
。
こ
の
線
上
の
ｂ
点
で
生
産
が
行
わ
れ
る
と
資
本
装
備
率
（
資
本
集
約
度
）
及
び
要
素
価
格

比
率
（w
/r

）、
従
っ
て
資
本
と
労
働
の
限
界
代
替
率
は
変
化
し
な
い
。
し
か
し
ｃ
点
で
生
産
が
行
わ
れ
る
と
資
本
集
約
的
（
労
働
節
約
的
）

と
な
り
要
素
価
格
比
率
（
限
界
代
替
率
）
も
変
化
す
る
。
技
術
進
歩
が
進
む
と
労
働
者
の
技
術
水
準
が
上
昇
し
、
労
賃
も
上
昇
す
る
結
果
、
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図 3：技術進歩の経済効果：生産曲線のシフト

図 4：技術進歩の経済効果：等生産量曲線のシフト
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要
素
価
格
比
率
（w

/r

）
が
上
昇
し
企
業
経
営
者
は
労
働
を
節
約
し
資
本
集
約
的
な
生
産
技
術
の
革
新
を
行
う
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

る
。
ｄ
点
で
の
生
産
は
そ
の
反
対
に
労
働
集
約
的
（
資
本
節
約
的
）
と
な
る
。

生
産
技
術
の
進
歩
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
産
業
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
鉄
鋼
・
石
油
化
学
・
電
力
・
セ
メ
ン
ト
等
は
資
本
集
約
的
産
業

の
典
型
で
あ
り
、
半
導
体
産
業
・
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
・
自
動
車
産
業
・
電
気
・
電
子
産
業
は
資
本
集
約
的
・
技
術
集
約
的
産
業
で
あ
り
、

ア
パ
レ
ル
産
業
及
び
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
多
く
は
労
働
集
約
な
産
業
で
あ
る
。
従
っ
て
国
全
体
の
生
産
活
動
を
資
本
と
労
働
を
投
入
し
て
単

一
の
財
を
生
産
す
る
集
計
的
な
現
象
と
仮
定
し
て
、
技
術
進
歩
の
効
果
の
経
済
効
果
を
分
析
す
る
と
い
う
方
法
は
現
実
か
ら
乖
離
し
た
疑

似
的
な
分
析
方
法
で
あ
る
と
い
う
誹
り
を
免
れ
な
い
。
社
会
科
学
は
本
来
実
践
的
な
政
策
科
学
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
理
論
的
な
モ
デ
ル

は
実
践
的
な
政
策
を
提
示
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
立
場
で
あ
る
。
従
っ
て
技
術
進
歩
の
効
果
も
個
々
的
な
産
業
別
に
そ
の
効

果
を
分
析
を
行
う
べ
き
で
、
技
術
一
般
の
経
済
効
果
を
分
析
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
政
策
的
に
意
味
が
あ
る
論
議
で
あ
る
と
思
え
な
い
。

⑾　

全
要
素
生
産
性
（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）；

「
ソ
ロ
ー
の
残
余
」（The S

orow
 R
esidual

）

ソ
ロ
ー
の
新
古
典
派
成
長
理
論
は
そ
の
後
経
済
成
長
率
の
「
成
長
会
計
分
析
」（grow

th accounting

）
と
い
う
各
国
の
成
長
率
の
実
証

分
析
の
理
論
的
基
礎
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
先
ず
技
術
進
歩
が
中
立
的
経
済
効
果
で
あ
る
と
仮
定
し
て
、
生
産
関
数
を
一
次
同
次
の

関
数
と
す
る
と
、Y

＝A
f

（K
α
, L

β

）
①
と
す
る
。
一
次
同
次
の
仮
定
か
らα

＋β

＝1

で
あ
る
。
し
か
し
煩
瑣
に
な
る
の
で
∂
、
β

は
一
時
無
視
し
て
式
を
展
開
す
る
。
Ａ
は
技
術
進
歩
を
表
す
係
数
で
あ
り
、
経
済
シ
ス
テ
ム
全
体
の
生
産
性
（T

F
P
: total  factor 

productivity

）、「
全
要
素
生
産
性
」
を
示
す
係
数
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
①
式
を
全
微
分
す
る
と
、dY

＝∂
Y
/∂
K

・dK

＋∂
Y
/∂
L

・

dL

＋f

（K
α
, L

β

）・dA

　
②　
こ
の
②
式
の
両
辺
を
①
式
で
割
る
と
、dY

/Y
＝∂

Y
/∂
K

・dK
/Y

＋∂
Y
/∂
Y

・dL
/Y

＋dA
/A

　
③　

③
式
の
第
一
項
にK

/K

第
二
項
にL

/L

を
掛
け
て
整
理
す
る
と
、dY

/Y

＝（∂
Y
/∂
K

・K

）/Y

・dK
/K

＋（∂
Y
/∂
K

・L

）/Y

・

二
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dL
/L

＋dA
/A

　
④
、
生
産
要
素
市
場
が
完
全
自
由
競
争
市
場
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
（∂

Y
/∂
K

）
＝r

、（∂
Y
/∂
L

）＝w

と
な
り
、

資
本
の
限
界
生
産
性
は
資
本
の
利
潤
率
、
労
働
の
限
界
生
産
性
は
賃
金
率
に
等
し
く
な
る
の
で
、
④
式
の
第
一
項
は
資
本
の
分
配
率
に
資

本
の
増
加
率
（dK

/K

）
を
掛
け
た
数
値
、
第
二
項
は
労
働
の
分
配
率
に
労
働
の
増
加
率
（dL

/L

）
を
掛
け
た
数
値
を
あ
ら
わ
す
。
資
本

と
労
働
の
分
配
率
はY

＝r

・K

＋w

・L

　
⑤
と
定
義
さ
れ
、
⑤
式
を
Ｙ
で
割
る
と
、1

＝（r

・K

）/Y

＋（w

・L

）/Y

　
⑥　Y

＝K
α

を

Ｋ
で
微
分
す
る
と
、dY

/dK

＝α
K
α
－
1

＝α
K
α
/K

　
⑦　
資
本
の
分
配
率
は
、（r

・K

）/Y

＝（α
K
α
/K

）・K
/Y

＝α
Y
/K

・K
/Y

＝

α

　
⑧
と
な
り
、
資
本
の
ベ
キ
乗
α
は
資
本
の
分
配
率
と
等
し
く
な
る
。
同
じ
く
労
働
Lβ
の
β
は
労
働
の
分
配
率
を
表
す
（
32
）

。

以
上
か
ら
④
式
は
、dY

/Y
＝α

dK
/K

＋β
dL
/L

＋dA
/A

　
⑨
と
簡
略
化
さ
れ
る
。
⑨
式
は
以
下
を
表
す
。
即
ち
経
済
の
成
長
率

は
資
本
投
入
の
増
加
率
と
労
働
投
入
の
増
加
率
を
そ
れ
ぞ
れ
の
分
配
率
で
加
重
平
均
し
た
数
値
と
全
要
素
生
産
性
の
増
加
率
に
分
解
さ
れ

る
。
経
済
の
成
長
率
及
び
資
本
と
労
働
の
分
配
率
は
過
去
の
所
得
統
計
か
ら
推
計
可
能
だ
が
、
全
要
素
生
産
性
の
増
加
率
は
直
接
推
計
出

来
な
い
。
そ
こ
で
取
ら
れ
た
方
法
は
、
全
要
素
生
産
性
と
し
て
の
経
済
シ
ス
テ
ム
の
生
産
性
の
増
加
率
（dA

/A

）
を
実
際
の
経
済
の
成

長
率
か
ら
資
本
及
び
労
働
力
の
投
入
量
の
増
加
の
貢
献
分
を
ひ
い
た
「
残
余
」
と
し
て
推
計
す
る
方
法
で
あ
る
。
即
ちdA

/A

＝dY
/Y

－

（α
dK
/K

＋β
dL
/L

）
⑨
と
定
義
し
て
全
要
素
生
産
性
の
増
加
分
（dA

/A

）
を
推
計
す
る
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
経
済
成
長
の
実

際
の
時
系
列
的
な
統
計
デ
ー
タ
ー
か
ら
計
算
さ
れ
る
経
済
の
成
長
率
か
ら
資
本
・
労
働
力
の
投
入
量
の
増
加
に
よ
っ
て
説
明
出
来
る
部
分

を
引
い
た
「
残
余
」
を
経
済
シ
ス
テ
ム
の
生
産
性
の
上
昇
に
よ
る
「
貢
献
分
」
と
定
義
す
る
方
法
は
経
済
学
者
の
「
無
知
」
を
告
白
す
る

よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
非
難
さ
れ
て
い
る
（
33
）

。
し
か
し
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
世
界
各
国
の
経
済
成
長
率
の
格
差
の
要
因
の
実
証
分
析
が
多
数

行
わ
れ
た
。
特
に
有
名
と
な
っ
た
の
は
「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」
と
し
て
喧
伝
さ
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
台
湾
・
韓
国
・
香
港
の
驚
異
的
な

経
済
成
長
率
の
分
析
で
あ
り
、「
成
長
会
計
分
析
」
の
結
果
は
、
技
術
導
入
に
よ
る
全
要
素
生
産
性
の
上
昇
要
因
の
効
果
は
限
定
的
で
、

二
五
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経
済
成
長
の
主
要
な
要
因
は
資
本
・
労
働
力
の
投
入
力
の
増
大
で
あ
る
と
い
う
Ａ
．ヤ
ン
グ

（A
lw
yn Y

oung

）
研
究
で
あ
る
（
表
1
参
照
）。

イ
ン
ド
経
済
は
一
九
四
七
年
以
降
政
府
指
導
型
の
社
会
主
義
経
済
政
策
を
実
施
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
イ
ン
ド
経
済
は
長
期
間
低
迷
し
、
年
平
均
の
経
済
成
長
率
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で

三
・
〇
│
五
・
〇
％
以
下
と
低
迷
し
て
き
た
。
し
か
し
イ
ン
ド
政
府
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら

Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
銀
の
支
援
を
受
け
入
れ
経
済
自
由
化
政
策
（
投
資
・
貿
易
の
自
由
化
・
政
府
規
制
の

緩
和
等
）
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
一
九
九
〇
年
代
以
降
年
平
均
の
経
済
成
長
率
は
六
・
〇
％

を
越
え
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
八
・
〇
％
代
を
達
成
す
る
よ
う
に
な
る
。
イ
ン
ド
の
経
済

学
者
達
は
こ
の
イ
ン
ド
政
府
が
実
施
し
た
経
済
自
由
化
政
策
の
経
済
効
果
を
成
長
会
計
分
析
か

ら
「
全
要
素
生
産
性
」（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）
の
改
善
効
果
の
推
計
を
通
し
て
計
量
的
に
測
定
し
、
自
由
化

政
策
の
効
果
論
争
を
展
開
し
た
（
34
）

。
日
本
の
開
発
経
済
学
者
、
速
水
佑
次
郎
も
世
界
各
国
の
経
済

成
長
率
の
格
差
分
析
を
「
成
長
会
計
分
析
」
を
通
し
た
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
推
計
作
業
を
行
っ
て
い
る
（
35
）

。

⑿　

新
古
典
派
成
長
理
論
の
問
題
点

以
上
み
て
き
た
新
古
典
派
経
済
成
長
理
論
は
ソ
ロ
ー
を
中
心
に
一
九
五
〇
│
六
〇
年
代
に
発

展
し
た
理
論
で
あ
る
が
、
そ
の
後
種
々
の
問
題
や
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は

理
論
的
な
問
題
と
構
造
的
な
問
題
に
整
理
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
経
済
成
長
理
論
の
動

向
を
整
理
す
る
こ
と
に
す
る
。
理
論
的
な
問
題
の
第
一
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
発
生
し
た

表 1：全要素生産性（TFP）と資本・労働力投入の年平均伸び率（％）

シンガポール 韓国 台湾 香港

全要素生産性の伸び率 0.2 1.7 2.6 2.3

資本の伸び率 11.5 13.7 12.3 8.0

労働力の伸び率 5.7 6.4 4.9 3.2

資料：Alwyn Young, “The Tyranny of Numbers: Confronting the Statistical 
Realties of the East Asian Growth Experience,” The Quarterly Journal of 
Economics, August 1995, pp.643-679.

（1966─1990）
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葉
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石
油
危
機
や
環
境
問
題
に
直
面
し
て
経
済
の
安
定
的
は
成
長
神
話
を
修
正
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ソ
ロ
ー
の
理
論
で
は
経

済
の
成
長
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
で
あ
る
「
技
術
革
新
や
進
歩
」
は
「
外
生
的
な
所
与
の
条
件
」
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
一
九
八
〇
年
代

の
後
半
発
表
さ
れ
た
Ｒ
．ル
ー
カ
ス
（R

obert E
.L
ucas

）
の
論
文
（
一
九
八
八
年
）
と
Ｐ
．Ｍ
．ロ
ー
マ
ー
（P

.M
.R
om
er

）
の
論
文

（
一
九
八
六
年
）
を
契
機
に
新
古
典
派
経
済
学
者
達
は
所
謂
「
内
生
的
成
長
理
論
」（E

ndogenous G
row
th T

heory

）
を
論
ず
る
よ
う
に
な

る
（
36
）

。
こ
の
「
内
生
的
成
長
理
論
」
は
、
技
術
革
新
、
学
習
効
果
、
規
模
の
効
果
、
技
術
の
波
及
プ
ロ
セ
ス
、
貿
易
の
効
果
等
経
済
成
長
を

促
進
す
る
要
因
を
理
論
モ
デ
ル
の
内
部
（endogenously

）
に
取
り
こ
み
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
す
る
理
論
で
あ
り
、
現
代
の
経
済
成
長

理
論
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
第
二
の
理
論
的
な
問
題
は
、
ソ
ロ
ー
の
新
古
典
派
成
長
理
論
が
一
次
同
次
の
生
産
関
数
を
前
提
と
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
一
次
同
次
の
前
提
は
理
論
的
に
は
明
解
で
あ
る
が
、
現
代
の
先
進
国
の
産
業
の
中
心
で
あ
る
内
的
・
外
的
規
模
の
効
果

を
持
つ
先
端
技
術
集
約
的
な
大
量
生
産
体
制
の
経
済
で
は
現
実
を
反
映
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
特
に
「
生
産

関
数
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
工
業
部
門
の
生
産
活
動
及
び
生
産
設
備
投
資
を
想
定
し
て
理
論
化
さ
れ
て
お
り
、
国
内
総
生
産
の
内
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
比
重
が
非
常
に
高
い
現
代
の
西
欧
先
進
国
で
は
現
実
か
ら
乖
離
し
て
い
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
（
七
九
％
）、
フ
ラ
ン
ス

（
七
九
％
）、
イ
ギ
リ
ス
（
七
八
％
）、
日
本
（
七
二
％
）、
ド
イ
ツ
（
七
一
％
）
の
実
情
か
ら
乖
離
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
発
展
途
上
国
で
も

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
ウ
エ
イ
ト
は
ケ
ニ
ア
（
六
七
％
）
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
（
五
三
％
）、
ガ
ー
ナ
（
五
一
％
）、
イ
ン
ド
（
五
五
％
）
等
以
上
に

高
い
の
で
あ
り
産
業
の
新
陳
代
謝
を
考
慮
し
た
経
済
の
発
展
成
長
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
第
三
の
理
論
的
問
題
が
新
古
典

派
理
論
は
貯
蓄
＝
投
資
と
単
純
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
金
融
経
済
と
実
体
経
済
の
成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
特
に
現
代
の
国
際
金
融
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
国
際
間
の
資
本
取
引
が
大
規
模
化
・
加
速
化
さ
れ
て
お
り
金
融
経
済
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
無
視
し
え
な
い
。
発
展
途
上
国
の
経
済
発
展
に
つ
い
て
は
Ｒ
．マ
キ
ン
ノ
ン
（R

onald M
cK
innon

）
が
一
九
七
〇
年
代
の
初
頭
以

二
五
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降
「
金
融
と
経
済
」
発
展
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
し
て
い
る
（
37
）

。
さ
ら
に
技
術
革
新
・
進
歩
の
国
際
間
の
波
及
効
果
が
特
に
発
展
途
上
国
の

経
済
発
展
に
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
ソ
ロ
ー
の
経
済
成
長
理
論
は
「
閉
鎖
経
済
」
を
前
提
し
て
構
築
さ
れ
て
お
り
、
貿
易
の
効
果

及
び
技
術
波
及
効
果
の
分
析
が
加
味
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
新
興
工
業
国
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
台
湾
・
韓
国
の
経
済
発
展
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

は
貿
易
の
効
果
を
無
視
し
て
は
理
解
し
え
な
い
。 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
た
現
代
の
国
際
経
済
で
は
資
本
の
流
入
・
流
出
ば
か
り
で
な
く

技
術
の
波
及
効
果
を
無
視
し
て
は
理
解
し
え
な
い
。
新
古
典
派
成
長
理
論
の
構
造
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
Ｄ
．ア
シ
モ
グ
ル
（D

aron 

A
cem
oglu

）
の
経
済
発
展
の
政
治
経
済
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
紹
介
を
通
し
て
見
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

2
．
ア
シ
モ
グ
ル
（D

aron A
cem
oglu

）
の
制
度
論

⑴　

開
発
経
済
学
の
最
近
の
潮
流

最
近
そ
の
研
究
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
二
人
の
発
展
途
上
国
出
身
の
開
発
経
済
学
者
が
い
る
。
二
人
と
も
新
古
典
経
済
成
長
理
論
に

批
判
的
で
あ
る
。
一
人
は
イ
ン
ド
生
ま
れ
の
Ａ
．バ
ナ
ー
ジ
ー
（A

bhijit V
. B
anerjee

）
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
こ
こ
で
紹
介
す
る
ト
ル
コ

生
ま
れ
の
Ｄ
．ア
シ
モ
グ
ル
（D

aron A
cem
oglu

）
で
あ
る
。
Ａ
．バ
ナ
ー
ジ
ー
は
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
の
貧
困
地
域
に
生
ま
れ

（
一
九
六
一
年
）
イ
ン
ド
の
大
学
で
経
済
学
を
学
ん
だ
後
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
博
士
過
程
を
修
了
し
、
現
在
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
大
学
院
で
開
発

経
済
学
を
教
え
て
い
る
。
Ａ
．バ
ナ
ー
ジ
ー
は
新
古
典
派
経
済
成
長
理
論
の
前
提
は
発
展
途
上
国
の
現
実
か
ら
非
常
に
乖
離
し
て
い
る
と

考
え
る
。
し
か
し
イ
ン
ド
政
府
が
過
去
行
っ
た
開
発
投
資
の
経
済
効
果
は
非
常
に
低
く
、
経
済
が
長
期
間
停
滞
し
た
根
本
的
な
原
因
は
イ

ン
ド
特
有
の
経
済
制
度
と
い
う
構
造
的
問
題
（
政
府
の
市
場
介
入
、
制
度
の
未
確
立
、
腐
敗
、
カ
ス
ト
制
度
の
存
在
等
の
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
価
値

観
と
行
動
規
範
等
）
に
起
因
す
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
新
古
典
派
経
済
成
長
理
論
の
モ
デ
ル
に
依
拠
し
た
Ｊ
．サ
ッ
ク
ス
（Jeff rey 

二
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D
.S
acks

）
等
が
主
張
す
る
「
貧
困
の
罠
」
を
脱
出
す
る
政
策
と
し
て
の
大
規
模
な
開
発
援
助
資
金
を
投
入
す
る
政
策
を
推
奨
す
る

「
ビ
ッ
グ
プ
ッ
シ
ュ
」
理
論
に
批
判
的
で
あ
る
。
バ
ナ
ー
ジ
ー
は
発
展
途
上
国
が
「
貧
困
の
罠
」
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

個
々
的
な
貧
困
状
態
を
「
実
験
計
画
的
手
法
」
に
よ
っ
て
実
践
的
に
改
善
す
る
ミ
ク
ロ
の
状
況
で
の
具
体
的
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
そ
し
て
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
等
が
実
施
し
た
ミ
ク
ロ
開
発
政
策
は
有
効
な
政
策
で
は
あ
る
が
種
々
の
弊
害
が
あ
る
と
主
張
す
る
（
38
）

。

Ｄ
．ア
シ
モ
グ
ル
は
イ
ギ
リ
ス
の
ヨ
ー
ク
大
学
で
政
治
学
を
勉
強
し
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
）
の
大
学
院
で
経
済
学
の
博
士
過
程
を

修
了
し
（
一
九
九
二
年
）、
一
九
九
三
年
か
ら
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
開
発
経
済
学
、
開
発
マ
ク
ロ
経
済
学
、
経
済
成
長
理
論
を
教
え
て
い
る
。
主
な
関

心
領
域
は
政
治
経
済
学
で
あ
り
、
勢
力
的
に
研
究
成
果
を
発
表
し
て
お
り
、
過
去
三
冊
の
研
究
書
、
一
三
〇
以
上
の
研
究
論
文
を
出
版
し

て
い
る
（
39
）

。
Ｄ
．ア
シ
モ
グ
ル
は
最
近
顕
著
に
な
っ
て
き
た
開
発
経
済
学
の
新
し
い
潮
流
の
非
常
に
優
秀
な
研
究
者
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

発
展
途
上
国
出
身
の
開
発
経
済
学
者
は
概
し
て
、
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
が
揶
揄
す
る
「
市
場
原
理
主
義
」
的
な
新
古
典
派
経
済
理
論
と
そ

の
牙
城
で
あ
る
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
が
実
施
し
た
経
済
自
由
化
政
策
に
懐
疑
的
で
あ
る
（
40
）

。
ジ
ア
ス
・
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
（C

arlos D
iaz 

A
lejandro

）
は
「
金
融
規
制
左
様
な
ら
、
今
日
は
金
融
危
機
！
」
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
銀
が
実
施
し
た
金
融
経
済
自
由
化
政
策
を
批
判
す
る
（
41
）

。

ま
た
南
ア
メ
リ
カ
出
身
の
Ｓ
・
エ
ド
ワ
ー
ド
（S

ebastian E
dw
ard

）
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
／
世
銀
が
支
援
し
て
実
施
し
た
一
九
八
〇
年
代
の
経
済
自

由
化
政
策
、
特
に
貿
易
の
自
由
化
政
策
の
効
果
に
懐
疑
的
で
あ
る
（
42
）

。
し
か
し
発
展
途
上
国
が
過
去
実
施
し
た
国
家
指
導
型
の
開
発
政
策
が

概
し
て
失
敗
で
あ
っ
た
こ
と
は
イ
ン
ド
の
経
済
学
者
の
Ｄ
．ラ
ル
（D

eepak L
al

）
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
て
い
た
（
43
）

。
他
方
Ｉ
Ｍ

Ｆ
・
世
銀
も
「
市
場
原
理
主
義
的
」
な
経
済
政
策
が
発
展
途
上
国
の
必
ず
し
も
有
効
な
政
策
で
な
い
こ
と
を
反
省
す
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
九
七
年
に
発
生
し
た
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
対
し
て
取
っ
た
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
、
特
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
行
っ
た
支
援
政
策
は
必
ず
し

も
適
切
で
な
か
っ
た
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
自
身
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
（
44
）

。
世
銀
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
実
施
し
た
経
済
自
由
化
政
策
を
柱
と
す
る

二
五
七
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「
構
造
改
革
政
策
」
が
発
展
途
上
国
の
実
情
に
合
わ
ず
期
待
し
た
成
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
と
反
省
す
る
こ
と
と
な
る
（
45
）

。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
背
景
に
し
て
Ｄ
．ア
シ
モ
グ
ル
は
近
代
的
な
資
本
主
義
経
済
体
制
の
形
成
と
発
展
に
は
、
新
古
典
派
開
発
経
済

学
が
軽
視
し
て
き
た
経
済
制
度
及
び
政
治
制
度
の
統
治
性
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の
確
立
と
発
展
が
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
と
主
張
す
る
よ
う

に
な
る
。

⑵　

ア
シ
モ
グ
ル
の
政
治
経
済
学
的
制
度
論

最
近
制
度
や
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
経
済
発
展
や
経
済
政
策
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ア
ジ
銀

の
よ
う
な
国
際
開
発
援
助
機
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
発
展
途
上
国
の
「
組
織
の
能
力
開
発
」（C

apacity D
evelopm

ent

）
を
開
発
援
助
業
務

の
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
強
調
す
る
よ
う
に
な
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
世
銀
も
市
場
経
済
を
支
え
る
種
々
の
経
済
制
度
が
順
調
に
機
能
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
強
め
て
い
る
（
46
）

。
日
本
で
は
在
来
「
経
済
体
制
論
」
や
「
経
済
シ
ス
テ
ム
論
」
と
し
て
資
本
主
義
経
済
体
制

や
社
会
主
義
経
済
体
制
の
「
比
較
制
度
分
析
」
の
対
象
と
し
て
経
済
制
度
が
捉
え
ら
れ
て
き
た
（
47
）

。
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｔ
．ヴ
ェ
ブ
レ
ン

（T
horstein B

.V
eblen

）
の
よ
う
な
経
済
制
度
を
社
会
学
的
に
分
析
す
る
制
度
論
を
「
旧
制
度
論
」、
Ｏ
．ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
（O

liver E
.

W
illiam

son

）
等
の
よ
う
に
制
度
を
「
取
引
コ
ス
ト
理
論
」
や
「
ゲ
ー
ム
理
論
」
の
視
点
か
ら
分
析
す
る
の
を
「
新
制
度
論
」
と
呼
ん
で

い
る
（
48
）

。
Ｏ
．ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
こ
の
理
論
を
発
展
さ
せ
た
功
績
で
ノ
ー
ベ
ル
経
済
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
し
か
し
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ン
は

「
方
法
論
的
個
人
主
義
」（m

ethodological individualism

）
の
分
析
の
道
具
で
あ
る
「
取
引
コ
ス
ト
」
の
視
点
か
ら
、
資
本
主
義
制
度
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
問
題
を
論
議
し
て
い
る
が
歴
史
的
な
洞
察
力
を
欠
き
、
実
践
的
な
示
唆
が
乏
し
い
（
49
）

。

ア
シ
モ
グ
ル
の
制
度
論
は
制
度
の
形
成
と
発
展
の
枠
組
み
の
中
で
制
度
の
政
治
経
済
学
的
現
象
を
分
析
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
非
常

に
歴
史
主
義
的
で
あ
り
動
態
的
で
あ
る
。
仮
説
や
命
題
を
提
起
し
多
く
の
場
合
数
学
的
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
計
量
的
な
歴
史
デ
ー
タ
ー
を

二
五
八
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収
集
し
仮
説
を
計
量
経
済
学
的
方
法
に
よ
っ
て
検
定
し
よ
う
と
す
る
。
経
済
制
度
を
構
築
・
維
持
・
変
革
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
的
レ

ン
ト
を
得
る
は
一
定
の
政
治
エ
リ
ー
ト
集
団
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
ア
シ
モ
グ
ル
の
制
度
分
析
は
政
治
経
済
学
的
側
面
を
強
く
持
つ
。

ア
シ
モ
グ
ル
は
学
生
時
代
従
属
理
論
や
ネ
オ
・
マ
ル
ク
シ
ス
ム
理
論
に
傾
倒
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
ア
シ
モ
グ
ル
の
方
法

論
を
特
徴
づ
け
る
と
ラ
ン
ス
・
テ
イ
ラ
ー
（L

ance T
aylor

）
の
理
論
に
近
似
す
る
「
動
態
的
構
造
主
義
理
論
」
と
で
も
言
え
よ
う
か
（
50
）

。
ア

シ
モ
グ
ル
は
数
学
的
分
析
能
力
に
特
に
秀
で
て
お
り
、
大
学
院
時
代
か
ら
発
表
し
た
論
文
は
高
く
評
価
さ
れ
四
〇
歳
以
下
の
優
秀
な
経
済

学
者
に
授
与
さ
れ
る
「
ジ
ョ
ン
・
ベ
イ
ツ
・
ク
ラ
ー
ク
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。
ア
シ
モ
グ
ル
の
最
近
の
著
作
「
近
代
経
済
成
長
論
入

門
」（M

odern E
conom

ic G
row
th

）
は
二
三
章
、
九
〇
〇
頁
を
越
え
る
大
著
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
の
「
経
済
成
長
論
」
の
講
座

の
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著
作
の
内
一
〇
章
以
上
は
新
古
典
派
成
長
理
論
の
「
動
態
的
最
適
成
長
理
論
」
を
含
む
数
学
的

展
開
と
解
析
に
割
か
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
の
主
要
な
大
学
の
大
学
院
の
経
済
成
長
理
論
の
教
材
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
以
下

こ
こ
で
は
ア
シ
モ
グ
ル
の
「
動
態
的
構
造
主
義
理
論
」
の
主
要
な
命
題
を
抽
出
し
て
解
説
す
る
こ
と
に
す
る
。

⑶　

経
済
発
展
の
構
造
的
要
因

新
古
典
派
生
産
関
数
を
使
っ
た
ソ
ロ
ー
の
経
済
成
長
理
論
は
ラ
ン
ス
・
テ
イ
ラ
ー
（L

anceT
aylor

）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
方
法
論
的

個
人
主
義
視
点
か
ら
抽
象
化
さ
れ
た
合
理
的
行
動
」（M

IR
A
: M
ethodological individualism

 and rational action

）
を
前
提
と
す
る
実
体

の
な
い
機
械
の
よ
う
な
人
間
の
生
産
活
動
を
想
定
し
て
い
る
（
51
）

。
そ
こ
に
は
Ｍ
．ウ
エ
ー
バ
ー
（M

ax W
eber

）
が
描
く
「
資
本
主
義
の
精
神

構
造
と
市
民
社
会
人
と
し
て
の
歴
史
意
識
」
を
持
つ
社
会
的
実
体
と
し
て
の
近
代
的
な
経
済
人
は
存
在
し
な
い
（
52
）

。
そ
こ
に
は
ま
た
部
族
紛

争
に
明
け
暮
れ
集
団
虐
殺
の
犠
牲
と
な
る
「
貧
困
の
罠
」
に
嵌
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
最
貧
国
の
飢
餓
線
上
の
人
間
の
存
在
も
意
識
さ
れ
て
い

な
い
。

二
五
九
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し
か
し
ア
シ
モ
グ
ル
は
西
欧
先
進
国
の
植
民
地
支
配
の
負
の
遺
産
の
桎
梏
に
喘
ぐ
現
代
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
発
展
途
上
国
の
長
期

的
経
済
発
展
の
問
題
と
課
題
に
先
ず
関
心
を
持
つ
。
従
っ
て
先
進
国
の
短
期
の
経
済
成
長
の
分
析
に
は
新
古
典
派
経
済
成
長
理
論
は
有
効

で
あ
る
と
認
め
つ
つ
も
、
発
展
途
上
国
の
長
期
的
経
済
発
展
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
長
期
的
・
構
造
的
要
因
と
し
て
地
理
的
条
件
、
文

化
的
伝
統
及
び
制
度
的
要
因
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
ア
シ
モ
グ
ル
は
Ｄ
．ノ
ー
ス
（D

ouglas C
.N
orth

）
の
定
義
に
従
い
「
制
度
と

は
人
間
関
係
及
び
行
動
を
規
律
す
る
伝
統
・
慣
習
及
び
法
律
等
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
及
び
フ
ォ
ー
マ
ル
な
規
則
」
で

あ
り
、「
経
済
的
制
度
と
は
人
間
の
経
済
行
為
や
価
値
や
資
源
の
配
分
の
仕
方
を
定
め
た
ル
ー
ル
」
で
あ
り
、
こ
れ
等
は
人
間
が
人
為
的

に
定
め
た
規
則
で
あ
る
。
経
済
の
進
化
と
発
展
の
歴
史
は
経
済
的
制
度
の
形
成
・
進
化
・
発
展
と
密
接
に
関
係
し
た
歴
史
で
あ
り
、「
近

代
的
経
済
制
度
の
根
幹
は
私
有
財
産
制
度
、
市
場
取
引
制
度
、
契
約
及
び
株
式
会
社
制
度
」
で
あ
る
と
考
え
る
（
53
）

。

⑷　

近
代
的
経
済
制
度
の
形
成
と
拡
散

私
有
財
産
制
度
、
市
場
取
引
制
度
を
核
と
す
る
近
代
的
資
本
主
義
経
済
制
度
は
先
ず
イ
ギ
リ
ス
に
発
達
し
、
新
大
陸
の
植
民
地
化
に

よ
っ
て
新
大
陸
に
拡
散
し
て
行
っ
た
。
ア
シ
モ
グ
ル
の
制
度
論
は
Ｉ
．ワ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
（Im

m
anuel W

allerstein

）
の
「
世
界
シ
ス
テ
ム

論
」
や
前
述
し
た
従
属
主
義
理
論
や
構
造
主
義
理
論
に
近
似
し
て
い
る
（
54
）

。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
市
場
経
済
制
度
の
発
展
は
新
大
陸
と

の
大
西
洋
貿
易
に
よ
っ
て
富
を
蓄
積
し
た
市
民
階
級
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
）
の
台
頭
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
等
市
民
階
級
は
市
民
革
命
を
と
し

て
政
治
制
度
の
民
主
化
を
通
し
て
政
治
権
力
を
獲
得
し
、
私
有
財
産
制
度
を
核
と
す
る
近
代
的
な
経
済
制
度
を
発
展
強
化
し
て
行
っ
た
（
55
）

。

南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
太
平
洋
地
域
の
西
欧
社
会
に
よ
る
植
民
地
支
配
の
過
程
で
現
地
社
会
の
状
況
（
自
然
条
件
、

資
源
の
存
否
・
風
土
病
・
土
着
文
化
）
に
対
応
し
て
イ
ギ
リ
ス
型
の
「
柔
軟
的
・
開
放
的
経
済
制
度
」（inclusive institutions

）
と
ス
ペ
イ

ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
型
の
「
閉
鎖
的
・
権
威
主
義
的
経
済
制
度
」（extractive institutions

）
が
こ
れ
等
地
域
で
形
成
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
型

二
六
〇



経
済
発
展
理
論
の
展
開
と
ア
シ
モ
グ
ル
の
制
度
論
（
稲
葉
）

（
六
五
三
）

の
制
度
は
「
柔
軟
的
・
開
放
的
」
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
進
化
・
発
展
し
た
。
こ

の
制
度
は
個
人
の
達
成
意
欲
及
び
個
人
主
義
的
な
価
値
観
を
造
成
し
、
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
制
度
自
体
を
革
新
す
る
「
プ
ラ
ス
の
循

環
及
び
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
に
よ
っ
て
経
済
社
会
に
活
力
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
に
反
し
て
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
型
の
「
閉
鎖
的
・

権
威
主
義
的
制
度
」
は
主
に
南
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
金
・
銀
等
の
鉱
物
資
源
を
「
搾
取
・
掠
奪
す
る
制
度
」
と
し
て
発
展
し
「
マ
イ
ナ
ス
の

循
環
・
負
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
」
が
働
き
こ
れ
等
社
会
の
長
期
的
停
滞
の
構
造
的
要
因
と
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
型
の
「
柔
軟
的
・
開
放
的

制
度
」
は
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
的
な
「
創
造
的
破
壊
」
を
可
能
に
し
て
技
術
進
歩
及
び
経
済
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
泉
と
な
る
（
56
）

。
こ
の

よ
う
に
文
明
の
興
亡
、
発
展
す
る
経
済
と
衰
退
す
る
経
済
、
活
力
の
あ
る
国
家
と
衰
退
す
る
国
家
の
歴
史
は
、
制
度
の
形
成
と
発
展
、
進

化
と
退
化
及
び
制
度
の
新
陳
代
謝
の
歴
史
で
あ
る
と
考
え
る
（
57
）

。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
型
の
経
済
制
度
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
源
泉
は
何
処
に
あ

る
の
か
？
必
ず
し
も
ア
シ
モ
グ
ル
は
明
確
に
説
明
し
て
い
な
い
。
計
量
的
経
済
史
の
研
究
者
の
Ａ
．マ
ジ
ソ
ン
（A

ngus M
addison

）
は
、

西
欧
先
進
工
業
国
が
産
業
革
命
以
降
一
九
世
紀
前
半
か
ら
持
続
的
に
発
展
し
た
要
因
と
し
て
、
①
技
術
進
歩
、
②
資
本
の
蓄
積
、
③
人
的

資
本
の
改
善
、
④
貿
易
の
拡
大
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
等
の
要
因
が
資
本
主
義
的
経
済
制
度
の
進
化
・
発
展
に
ど
の
よ
う
な
経
路
で
影

響
を
も
た
ら
し
た
の
か
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
（
58
）

。

⑸　

権
威
主
義
的
政
治
制
度
と
経
済
の
停
滞

ア
シ
モ
グ
ル
は
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
権
威
主
義
的
政
治
制
度
は
持
続
的
な
経
済
発
展
を
阻
害
す
る
と
主
張
す
る
。
権
威
主
義
的
政

治
体
制
で
は
少
数
の
エ
リ
ー
ト
が
政
治
権
力
と
富
を
独
占
し
、
反
対
勢
力
で
あ
る
土
着
の
民
族
資
本
の
自
由
闊
達
な
発
展
を
阻
止
し
、
革

新
勢
力
を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
の
で
経
済
は
停
滞
す
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
な
事
例
と
し
て
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
の
エ
ン
ク
ル
マ
体
制
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
の
ム
ガ
ベ
体
制
、
北
朝
鮮
の
社
会
主
義
体
制
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ル
コ
ス
政
権
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ハ
ル
ト
政
権
、
ア
ル

二
六
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ゼ
ン
チ
ン
や
チ
リ
の
軍
部
独
裁
体
制
、
共
産
党
独
裁
体
制
下
の
ソ
連
と
中
国
等
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。
ア
シ
モ
グ
ル
は
中
国
は
現
在
の

共
産
党
独
裁
体
制
が
変
革
さ
れ
な
い
限
り
一
九
八
〇
年
代
以
降
継
続
し
た
高
い
経
済
成
長
率
は
持
続
可
能
で
な
い
と
予
想
す
る
（
59
）

。

こ
の
視
点
は
Ｄ
．ラ
ン
デ
ス
（D

avid S
.L
andes

）
等
の
経
済
史
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
歴
史
的
命
題
で
も
あ
る
（
60
）

。
ま
た
経
済
歴
史
学
者

Ｓ
．エ
ン
ガ
ー
マ
ン
＝
Ｋ
．ソ
コ
ロ
フ
は
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
植
民
地
化
し
た
南
ア
メ
リ
カ
社
会
は
こ
れ
等
旧
宗
主
国
の
権
威
主
義

的
な
文
化
（
大
土
地
所
有
制
度
、
寡
頭
支
配
、
軍
部
・
教
会
の
保
守
勢
力
）
が
南
ア
メ
リ
カ
の
資
源
腑
存
状
態
と
地
理
的
条
件
（
金
・
銀
等
の
鉱

物
資
源
、
砂
糖
・
コ
ー
ヒ
ー
等
の
一
次
産
品
の
大
規
模
経
営
に
適
し
た
自
然
条
件
）
と
相
俟
っ
て
寡
頭
支
配
の
権
威
主
義
的
政
治
文
化
を
形
成
し
、

こ
れ
が
南
ア
メ
リ
カ
の
経
済
の
長
期
的
停
滞
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
命
題
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
北
ア
メ
リ
カ
の
国

家
形
成
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓
精
神
に
富
ん
だ
比
較
的
小
規
模
の
自
作
農
民
が
担
う
個
人
主
義
的
な
政
治
文
化
が
土
台
と
な
っ
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
精
神
が
政
治
文
化
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
と
考
え
る
（
61
）

。
し
か
し
権
威
主
義
的
政
治
体
制
も
一
定
の
条
件
で

は
経
済
発
展
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
国
別
の
状
況
を
更
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
ク
ワ
ン
ユ
ー

体
制
、
韓
国
の
朴
体
制
、
台
湾
の
国
民
党
独
裁
体
制
の
更
に
詳
細
な
政
治
経
済
学
的
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ア
シ
モ
ル
グ
等
は
民
主
主
義
的
な
政
治
制
度
が
透
明
性
・
有
責
性
・
開
放
性
・
政
治
エ
リ
ー
ト
の
新
陳
代
謝
等
の
理
由
か
ら
長
期
的
経

済
発
展
の
た
め
に
は
望
ま
し
い
制
度
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
治
制
度
の
政
治
経
済
学
的
分
析
の
方
法
と
結
果
は
残
念
な
が
ら
説
得
力
の

あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
な
い
（
62
）

。
民
主
的
政
治
制
度
の
形
成
と
発
展
の
条
件
に
つ
い
て
は
Ｓ
．リ
プ
セ
ッ
ト
（S

eym
our M

artin L
ipset 

）
の

古
典
的
な
論
文
（
一
九
五
九
年
）
以
来
ア
メ
リ
カ
の
社
会
科
学
者
の
研
究
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
（
63
）

。
基
本
的
な
認
識
は
民
主
的
制
度
が
形

成
さ
れ
機
能
す
る
に
は
、
利
益
集
団
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
利
害
の
理
性
的
な
論
議
と
調
整
、
市
民
の
政
治
意
識
の
高
揚
及
び
積
極
的
参
加
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
発
達
等
の
理
由
か
ら
比
較
的
高
い
所
得
水
準
の
達
成
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
即
ち
民
主
主
義
政

二
六
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治
制
度
は
経
済
発
展
の
結
果
で
あ
り
原
因
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
最
近
の
実
証
的
な
研
究
結
果
に
よ
る
と
政
治
制
度
と
経
済

発
展
に
は
直
接
の
因
果
関
係
は
認
め
ら
れ
ず
、
政
治
と
経
済
の
相
互
関
係
は
国
別
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
て

い
る
（
64
）

。
⑹　

国
家
形
成
と
経
済
発
展

ア
シ
モ
グ
ル
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
や
政
治
学
者
達
が
発
展
途
上
国
の
「
近
代
化
論
」
と
し
て
論
議
し
て
き
た

命
題
、
即
ち
経
済
体
制
の
近
代
化
に
は
国
家
形
成
（nation-building

）
と
健
全
な
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
と
政
治
的
安
定
が
不
可
欠
の
条
件
で
あ

る
と
い
う
命
題
を
確
認
し
て
い
る
（
65
）

。
最
近
発
展
途
上
国
で
多
発
す
る
紛
争
、
恒
久
的
な
政
治
不
安
、
蔓
延
す
る
腐
敗
等
が
象
徴
す
る
国
家

機
能
の
脆
弱
性
あ
る
い
は
「
国
家
の
崩
壊
」（state failures

）
及
び
「
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
欠
如
」
等
が
発
展
途
上
国
の
貧
困
や
経
済
の
停

滞
の
原
因
で
あ
る
と
最
近
政
治
経
済
学
者
が
頻
繁
に
主
張
す
る
。
こ
の
論
議
の
一
つ
の
帰
結
は
「
こ
れ
等
発
展
途
上
国
の
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス

の
欠
如
は
西
欧
植
民
地
支
配
が
も
た
ら
し
た
過
去
の
負
の
遺
産
で
あ
る
」
と
い
う
西
欧
の
植
民
支
配
責
任
論
で
あ
る
。
ア
シ
モ
グ
ル
が
主

張
す
る
命
題
の
一
つ
で
あ
る
「
文
明
の
逆
転
」（reversal of fortune

）
現
象
も
西
欧
社
会
の
植
民
地
支
配
責
任
論
の
一
つ
の
表
れ
で
あ
ろ

う
。
西
欧
列
強
は
発
展
途
上
国
の
植
民
地
化
の
過
程
で
現
地
社
会
に
発
展
し
た
土
着
の
文
明
及
び
制
度
を
根
底
か
ら
破
壊
し
、
西
欧
の
文

明
や
制
度
を
移
植
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
過
程
で
現
地
社
会
に
存
在
し
た
社
会
構
造
や
伝
統
的
価
値
感
は
根
底
か
ら
崩
壊
さ
れ
た
。
こ
れ

が
発
展
途
上
国
の
経
済
発
展
の
阻
害
要
因
と
な
り
現
代
の
国
際
社
会
の
所
得
格
差
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
歴
史
認
識
で
あ
る
（
66
）

。

不
用
意
で
即
急
な
「
脱
植
民
地
化
」
が
国
家
形
成
を
未
熟
化
な
も
の
に
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
総
督
政
府
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
・
シ
エ
ラ

レ
オ
ネ
・
リ
ベ
リ
ア
等
で
実
施
し
た
間
接
統
治
が
伝
統
的
な
部
族
間
の
亀
裂
を
温
存
し
、
部
族
間
紛
争
の
原
因
と
な
っ
た
と
い
う
反
省
も

あ
る
。
特
に
衝
撃
的
な
の
は
小
説
家
ジ
ョ
セ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
（Joseph C

onrad
）
が
ベ
ル
ギ
ー
の
レ
オ
ポ
ル
二
世
政
府
が
行
っ
た
過

二
六
三
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酷
・
残
虐
な
コ
ン
ゴ
ー
の
植
民
地
支
配
に
対
す
る
告
発
で
あ
る
（
67
）

。
ま
た
数
世
紀
に
及
ぶ
奴
隷
貿
易
が
ア
フ
リ
カ
の
現
地
社
会
の
部
族
共
同

体
的
帰
属
意
識
や
団
結
心
を
根
底
か
ら
破
壊
し
、
深
層
心
理
に
人
間
に
対
す
る
猜
疑
心
を
植
え
付
け
た
と
い
う
告
発
で
あ
ろ
う
（
68
）

。

お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
戦
後
独
立
し
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
経
済
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
と
戦
略
を
研
究
す
る
こ
と
を
主
な
課
題
と

し
て
出
発
し
た
開
発
経
済
学
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
時
代
環
境
の
変
化
と
と
も
に
種
々
の
問
題
意
識
・
命
題
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
政
策
課
題

を
論
議
し
て
き
た
。
開
発
経
済
学
の
最
近
の
潮
流
の
一
つ
は
経
済
発
展
の
構
造
的
要
因
で
あ
る
経
済
制
度
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
の
論

議
の
高
ま
り
で
あ
ろ
う
。
そ
の
代
表
的
な
研
究
者
の
一
人
が
こ
こ
で
紹
介
し
た
Ｄ
．ア
シ
モ
グ
ル
で
あ
る
。
現
代
の
開
発
経
済
学
の
正
統

派
学
説
で
あ
る
新
古
典
派
経
済
は
市
場
の
均
衡
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
数
学
的
に
分
析
す
る
が
、
市
場
の
均
衡
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
造
的
要
件
で

あ
る
市
場
制
度
の
実
態
分
析
を
怠
っ
て
き
た
。
開
発
マ
ク
ロ
経
済
学
理
論
の
中
で
も
マ
ク
ロ
市
場
均
衡
政
策
の
前
提
で
あ
る
発
展
途
上
国

の
制
度
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
態
の
分
析
は
未
だ
不
十
分
で
あ
る
（
69
）

。
Ｊ
．ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
（Joseph E

.S
tiglitz

）
が
最
近
ア
フ
リ
カ
の
経

済
発
展
の
構
造
的
問
題
は
「
制
度
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
問
題
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
反
省
し
て
世
銀
は
近
年
発
展
途
上

国
の
経
済
発
展
の
構
造
的
問
題
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
き
て
お
り
、「
紛
争
と
経
済
発
展
」
に
関
す
る
政
治
経
済
学
的
側
面
の
分
析
成

果
を
発
表
し
て
き
て
い
る
（
70
）

。
以
上
の
こ
と
か
ら
教
訓
と
し
て
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
日
本
の
開
発
援
助
政
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
発
展
途

上
国
の
「
制
度
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
技
術
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特
に
人
材
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
重
視
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
国
別
の
経
済
制
度
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
と
課
題
の
実
証
的
な
政
治
経
済
学
的
分
析
を

行
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
非
常
に
参
考
に
な
る
の
は
Ｒ
．ロ
ビ
ソ
ン
（R

ichard R
obison

）
が
行
っ
て
き
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
発

二
六
四
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展
の
政
治
経
済
学
的
分
析
の
方
法
と
そ
の
成
果
で
あ
る
（
71
）

。

結
論
と
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
発
展
途
上
国
の
長
期
的
な
開
発
戦
略
は
以
下
を
内
容
と
す
る
「
総
合
的
な
開
発
戦
略
」
で
あ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
①
マ
ク
ロ
開
発
経
済
政
策
、
②
産
業
開
発
戦
略
、
③
人
口
政
策
、
④
開
発
投
資
・
金
融
政
策
、
⑤
地
域
開
発
政
策
、
⑥
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
⑦
人
材
開
発
政
策
、
⑧
貧
困
・
社
会
福
祉
政
策
、
⑨
国
家
形
成
と
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
政
策
。

（
1
） 

こ
こ
で
は
科
学
の
発
展
を
「
正
統
派
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
対
す
る
異
端
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
の
対
立
・
抗
争
と
捉
え
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
科
学
の
哲

学
者
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
（T

hom
as S

.K
uhn

）
の
科
学
の
方
法
論
の
視
座
か
ら
考
え
る
。T

hom
as S

.K
uhn, T

h
e S

tru
ctu

re of S
cien

tifi c 

R
evolu

tion,  U
niversity of C

hicago P
ress, 1962.

（
2
） W

.W
. R
ostow

, T
h

e S
tages of E

con
om

ic G
row

th
; A

 N
on

-C
om

m
u

n
ist M

an
ifesto, C

am
bridge U

niversity P
ress, 1960, pp.17-

35.

（
3
） 

ド
イ
ツ
の
歴
史
主
義
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。T

hom
as R

iha, G
erm

an
 P

olitical E
con

om
y, M

C
B
 U
niversity, 

1985; 

（
邦
訳
）
原
田
哲
史
他
訳
『
ド
イ
ツ
政
治
経
済
学
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
二
年
、
一
一
一
│
一
九
八
頁
。

（
4
） G

erschenkron, A
lexander., E

con
om

ic B
ackw

ard
n

ess in
 H

istorical P
erspective, H

arvard U
niversity P

ress, 1962, pp.5-30.

（
5
） A

m
sden, A

lice H
., A

sia’s N
ext G

ian
t: S

ou
th

 K
orea an

d
 L

ate In
d

u
strialization, O

xford U
niversity P

ress, 1989.

（
6
） P

arsons, T
alcott., et al.,ed., T

h
e T

h
eories of S

ociety; F
ou

n
d

ation
s of M

od
ern

 S
ociological T

h
eory, T

he F
ree P

ress, 1961.

（
7
） M

ax W
eber, W

irtsch
aftgesch

ih
ite, 1924; 

（
邦
訳
）
青
山
秀
夫
他
訳
『
一
般
社
会
経
済
史
要
綱
』、
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
、
下
巻
、

一
一
九
│
二
五
八
頁
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
著
大
塚
久
雄
訳
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』、
岩
波
文
庫
、

一
九
八
九
年
。
大
塚
久
雄
著
「
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
ー
に
お
け
る
資
本
主
義
の
精
神
」、
大
塚
久
雄
著
作
集
、
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九

年
、
三
│
一
〇
〇
頁
。

（
8
） 

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
経
済
発
展
理
論
の
ド
イ
ツ
語
版
、T

h
eorie d

er W
irtsch

aftlich
en

 E
n

tw
icklu

n
g

は
一
九
二
六
年
、
シ
ュ
ン
ペ
ー

二
六
五



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
一
月
）

（
六
五
八
）

タ
ー
が
四
三
歳
の
時
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。（
邦
訳
）
東
畑
精
一
・
中
山
伊
知
郎
他
訳
『
経
済
発
展
の
理
論
』、
岩
波
文
庫
、
上
・
下
巻
、
一
九
七
七

年
。
英
語
版
は
一
九
六
一
年
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
出
版
部
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。R

ichard S
w
edberg, Joseph

 A
. S

ch
u

m
peter, T

h
e 

E
con

om
ics an

d
 S

ociology of C
apitalism

, P
rinceton U

niversity P
ress, 1991

参
照
の
こ
と
。

（
9
） L

ew
is, A

.W
., “E

conom
ic D
evelopm

ent w
ith U

nlim
ited S

upplies of L
abour, ” T

h
e M

an
ch

ester S
ch

ool of E
con

om
ics an

d
 

S
ocial S

tu
d

ies, M
ay 1954, pp.139-191; “U

nlim
ited L

abour; F
urther N

otes, ” January 1958, pp.1-32. 

ル
イ
ス
は
西
イ
ン
ド
諸
島
出
身

の
開
発
経
済
学
者
で
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
博
士
号
を
取
得
後
短
期
間
ガ
ー
ナ
の
エ
ン
ク
ル
マ
大
統
領
の
経
済
顧
問
を
務
め
た
後
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で

開
発
経
済
学
を
講
じ
た
。
ル
イ
ス
の
開
発
経
済
学
理
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
に
詳
し
い
。R

obert L
.T
ignor, W

. A
rth

u
r L

ew
is an

d
 

th
e B

irth
 of D

evelopm
en

t E
con

om
ics, P

rinceton U
niversity P

ress, 2006. G
.R
anis and J.C

.F
ei, “A

 T
heory of E

conom
ic 

D
evelopm

ent, ” A
m

erican
 E

con
om

ic R
eview

, S
eptem

ber, 1961; 

最
近
の
ラ
ニ
ス
＝
フ
エ
イ
の
二
部
門
経
済
発
展
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

以
下
を
参
照
の
こ
と
。John C

.H
.F
ei and G

ustav R
anis, G

row
th

 an
d

 D
evelopm

en
t F

rom
 A

n
 E

volu
tion

ary P
erspective, B

lackw
ell, 

1997.

（
10
） 

南
亮
進
著
『
日
本
の
経
済
発
展
』、
第
二
版
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
二
〇
│
二
四
七
頁
。

（
11
） 

速
水
祐
次
郎
著
『
新
版　

開
発
経
済
学
』、
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
〇
│
九
〇
頁
。

（
12
） M

ichael P
.T
odaro, “A

 m
odel of labor m

igration and urban unem
ploym

ent in less D
eveloped countries, ” A

m
erican

 

E
con

om
ic R

eview
 59, 1969, pp.138-148; John R

.H
arris and M

ichael P
.T
odaro, “M

igration, unem
ploym

ent, and developm
ent: A

 

tw
o-sector analysis, ” A

m
erican

 E
con

om
ic R

eview
, 60, 1970, pp.126-142; M

ichael P
.T
odaro and S

tephen C
.S
m
ith, E

con
om

ic 

D
evelopm

en
t, 9

th E
dition, P

earson, A
ddison W

esley, 2006, pp.337-359. 

（
13
） K
uznets, S

im
on., “E

conom
ic G
row
th and Incom

e Inequality, ” T
h

e A
m

erican
 E

con
om

ic R
eview

, M
arch 1955, pp.1-28.

（
14
） N
elson, R

ichard R
., “A

 T
heory of the L

ow
 ‒L
evel E

quilibrium
 T
rap in U

nderdeveloped E
conom

ies, ” T
h

e A
m

erican
 

E
con

om
ic R

eview
, V
ol46, 1956, pp.894-908.

（
15
） C

henery, B
.H
ollis and A

lan M
. S
trout., “F

oreign A
ssistance and E

conom
ic D

evelopm
ent, ” T

h
e A

m
erican

 E
con

om
ic 

二
六
六



経
済
発
展
理
論
の
展
開
と
ア
シ
モ
グ
ル
の
制
度
論
（
稲
葉
）

（
六
五
九
）

R
eview

, S
eptem

ber 1966, pp. 679-733.
（
16
） T

aylor, L
ance.,ed., T

h
e R

ocky R
oad

 to R
eform

, L
ance T

aylor, “A
 T
hree-G

ap A
nalysis of F

oreign R
esource F

low
s and 

D
eveloping C

ountry G
row
th, ” T

he M
IT
 P
ress, 1993, pp.9-37; E

dm
ar L

. B
acha, “A

 T
hree-G

ap M
odel of F

oreign T
ransfers and 

the G
D
P
 G
row
th R
ate in D

eveloping C
ountries, ” Jou

rn
al of D

evelopm
en

t E
con

om
ics, 32, 1990, pp.279-296.

（
17
） N

urkse, R
agnar., P

roblem
s of C

apital F
orm

ation
s in

 U
n

d
erd

eveloped
 C

ou
n

tries, O
xford, B

lackw
ell, 1960, pp.4-31;  

M
.F
lem
ing, “E

xternal E
conom

ies and the D
octrine of B

alanced G
row
th, ” T

h
e E

con
om

ic Jou
rn

al, June, 1955, pp.239-256; 

K
.N
ath, “T

he T
heory of B

alanced G
row
th, ” O

xford
 E

con
om

ic P
apers, 1962, pp.138-153.

（
18
） S

treton, P
aul., “ U

nbalanced G
row
th, ” O

xford
 E

con
om

ic P
apers, 1959, pp.167-190. A

lbert O
.H
irschm

an, T
h

e S
trategy of 

E
con

om
ic D

evelopm
en

t, Y
ale U

niversity P
ress, 1958, pp.50-75. 

（
19
） P

rebisch, P
aul., T

ow
ard

s a N
ew

 T
rad

e P
olicy for D

evelopm
en

t, U
N
C
T
A
D
, 1964; “International T

rade and P
aym
ents in 

A
n E
ra of C

oexistence;  C
om
m
ercial P

olicy in the U
nderdeveloped C

ountries, ” A
m

erican
 E

con
om

ic R
eview

, V
ol.49, 1959, 

pp.251-273.

（
20
） 

構
造
主
義
理
論
及
び
従
属
理
論
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
に
詳
し
い
解
説
が
あ
る
。D

iana H
unt, E

con
om

ic T
h

eories of D
evelopm

en
t : 

A
n

 an
alysis of com

petin
g parad

igm
s, H
arvester, 1989, pp.121-224. 

Ａ
．フ
ラ
ン
ク
の
従
属
理
論
に
つ
い
て
は
以
下
に
詳
し
い
紹
介
が
あ

る
。S

ing C
. C
hew
 and R

obert A
. D
enem

ark, ed., T
h

e U
n

d
erd

evelopm
en

t of D
evelopm

en
t; E

ssays in
 H

on
or of A

n
d

re G
u

n
d

er 

F
ran

k, S
age P

ublication,1996; 

テ
オ
ト
ニ
オ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
著
青
木
芳
夫
他
訳
『
帝
国
主
義
と
従
属
』、
拓
植
書
房
、
一
九
八
三
年；

サ

ミ
エ
ル
・
ア
ミ
ー
ン
著
北
沢
正
雄
訳
『
帝
国
主
義
と
不
均
等
発
展
』、
第
三
書
館
、
一
九
八
一
年
。

（
21
） Jones, G

.H
yw
ell., A

n
 In

trod
u

ction
 to M

od
ern

 T
h

eories of E
con

om
ic G

row
th, T

hom
as N

elson &
 S
ons, 1975; 

（
邦
訳
）
松
下

勝
弘
訳
『
現
代
経
済
成
長
理
論
』、
マ
ク
グ
ロ
ウ
ヒ
ル
好
学
社
、
昭
和
五
五
年
、
五
三
頁
。R

obert M
.S
olow
, “P
erspectives on G

row
th 

T
heory, ” J ou

rn
al of E

con
om

ic P
erspectives, W

inter 1994, pp.45-54. 

（
22
） H

arrod.R
.F
., 

（1948

） T
ow

ard
s a D

yn
am

ic E
con

om
ics, M

acm
illan

（
高
橋
長
太
郎
・
鈴
木
諒
一
訳
『
動
態
経
済
学
説
』、
有
斐
閣
、

二
六
七



政
経
研
究　

第
四
十
九
巻
第
三
号
（
二
〇
一
三
年
一
月
）

（
六
六
〇
）

一
九
五
三
年
）; （1973

） E
conom

ic D
ynam

ics, M
acm
illan

（
宮
崎
義
一
訳
『
経
済
動
学
』、
丸
善
、
一
九
七
六
年
）.

（
23
） H

arrod.R
.H
., “A

n E
ssay in D

ynam
ic T
heory, ” E

con
om

ic Jou
rn

al, 49, M
arch 1939, pp.14-33; 

篠
崎
敏
雄
著
『
ハ
ロ
ッ
ド
動
学
的

経
済
学
の
研
究
』、
風
間
書
房
、
昭
和
四
八
年
。
中
村
隆
之
著
『
ハ
ロ
ッ
ド
の
思
想
と
動
態
経
済
学
』、
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
。
し
か
し
最
も

簡
潔
で
解
り
易
い
の
は
以
下
の
文
献
に
よ
る
解
説
で
あ
る
。F

.H
.H
ahn and R

.C
.O
. M
atthew

s, “T
he T

heory of E
conom

ic G
row
th; A

 

S
urvey, ” T

h
e E

con
om

ic Jou
rn

al, D
ecem

ber 1964, pp.783-786.

（
24
） R

obert M
.S
olow

, “A
 C
ontribution of the T

heory of E
conom

ic G
row
th, ” Q

u
arterly Jou

rn
al of E

con
om

ics, F
ebruary 1956, 

pp.65-94; G
row

th
 T

h
eory; A

n E
xposition, C

larendon P
ress, 1970; 

な
お
一
連
の
ソ
ロ
ー
の
経
済
成
長
に
関
す
る
論
文
は
日
本
語
に
翻
訳

さ
れ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
福
岡
・
神
谷
・
川
又
訳
『
ソ
ロ
ー
：
資
本
・
成
長
・
技
術
進
歩
』、
竹
内
書
店
新
社
、
一
九
七
〇
年
。

（
25
） S

w
an, T

.W
., “E
conom

ic G
row
th and C

apital F
orm
ation, ” T

h
e E

con
om

ic R
ecord

s, V
ol.32, 1956, pp.334-361.

（
26
） 

以
下
の
文
献
が
ソ
ロ
ー
の
経
済
成
長
理
論
の
解
説
書
と
し
て
は
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
る
。C

harles I. Jones, In
trod

u
ction

 to E
con

om
ic 

G
row

th, W
.W
.N
orton, 1998; D

avid N
. W
eil, E

con
om

ic G
row

th, P
earson, A

ddition W
esley, 2009; 

日
本
語
の
文
献
の
入
門
書
と
し

て
は
秋
山
裕
著
『
経
済
発
展
入
門
』、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
九
年
。
よ
り
専
門
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
荒　
憲
治
郎
著
『
経
済
成
長
論
』、
岩
波

書
店
、
一
九
六
九
年
が
良
書
で
あ
る
。

（
27
） S

olow
.R
., 

（1956

）, ibid., pp.65-68: 

（1969
）, ibid., pp.8-16.

（
28
） C

hiang, A
lpha C

., and K
evin W

ainw
right, F

u
n

d
am

en
tal M

eth
od

s of M
ath

em
atical E

con
om

ics, 4
th E
dition, M

cG
raw
 H
ill, 

2005, pp.386-390.

（
29
） 

“T
echnical C

hange and the A
ggregate P

roduction F
unction, ” 1957; “Investm

ent and T
echnical P

rogress, ” 1960; “T
echnical 

P
rogress, C

apital F
orm
ation, and E

conom
ic G
row
th, ” 1962. 

こ
れ
等
の
論
文
は
福
岡
・
神
谷
・
川
又
訳
『
ソ
ロ
ー
：
資
本
・
成
長
・
技
術

進
歩
』、
前
掲
書
、
一
九
七
〇
年
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
30
） 

こ
の
論
議
は
ヒ
ッ
ク
ス
（J.R

.H
icks

）
と
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（Joan R

obinson
）
の
論
議
が
出
発
点
と
さ
れ
る
。J.R

.H
icks, T

h
e T

h
eory of 

W
ages, M

acM
illan, 1932, pp.121-135; Joan R

obinson, “T
he classifi cation of inventions, ” R

eview
 of E

con
om

ic S
tu

d
ies, V

, 1938, 

二
六
八



経
済
発
展
理
論
の
展
開
と
ア
シ
モ
グ
ル
の
制
度
論
（
稲
葉
）

（
六
六
一
）

pp.139-42. J.E
.M
eade, A

 N
eo-C

lassical T
h

eory of E
con

om
ic G

row
th, G

eorge A
llen &

 U
nw
in, 1961, pp.39-44. “T

he T
heory of 

E
conom

ic G
row
th : A

 S
urvey, ” T

h
e E

con
om

ic Jou
rn

al, D
ecem

ber, 1964, pp.825-853. 

技
術
効
果
の
経
済
効
果
の
分
析
は
、
そ
の
効
果

を
短
期
的
か
或
い
は
長
期
的
が
問
題
と
し
て
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
考
え
方
が
違
っ
て
こ
よ
う
。
こ
の
説
明
は
以
下
の
論
文
に
詳
し
い
。

C
.E
.F
erguson, T

h
e N

eo-classical T
h

eory of P
rod

u
ction

 &
 D

istribu
tion, C

am
bridge U

niversity P
ress, 1969, pp.215-234.

（
31
） 

天
野
明
弘
著
「
技
術
進
歩
と
経
済
成
長
」、
筑
井
甚
吉
・
村
上
泰
亮
編
『
経
済
成
長
理
論
の
展
望
』、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、
三
│
三
二
頁
。

（
32
） 

以
上
の
説
明
の
簡
単
な
解
説
は
以
下
の
文
献
参
照
の
こ
と
。R

udiger D
ornbusch, S

tanley F
ischer and R

ichard S
tartz, 

M
acroecon

om
ics, M

cG
raw
hill, 9

th E
dition, 2004, pp.52-75. 

荒　
憲
治
郎
著
『
経
済
成
長
論
』、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
、
二
一
│
二
五
頁
。

（
33
） A

bram
ovitz, M

oses., “T
he S

earch for the S
ources of G

row
th: A

reas of Ignorance, O
ld and N

ew
, ” T

h
e Jou

rn
al of 

E
con

om
ic H

istory, June 1993, pp.217-243.

（
34
） E

conom
ic and P

olitical W
eekly

誌
に
多
数
の
研
究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
稲
葉
守
満
著
『
イ
ン
ド
の
産
業
政
策
』、
稲
葉
守
満
著

『
開
発
政
策
』、
時
潮
社
、
二
〇
〇
七
年
、
三
四
一
│
三
九
二
頁
参
照
。

（
35
） 

速
水
祐
次
郎
著
『
新
版　

開
発
経
済
学
』、
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
三
│
一
五
九
頁
。

（
36
） L

ucas, R
.E
., “O

n the M
echanics of E

conom
ic D
evelopm

ent, ” Jou
rn

al of M
on

etary E
con

om
ics, 22

（1

）, 1988, pp.3-42; P
aul 

M
.R
om
er, “Increasing R

eturns and L
ong R

un G
row
th, ” Jou

rn
al of P

olitical E
con

om
y, 94

（5

）, 1986, pp.1022-1037; “E
ndogenous 

T
echnological C

hange, ” Jou
rn

al of P
olitical E

con
om

y, V
ol.98. 1988, pp.71-102. 

内
生
的
成
長
理
論
に
つ
い
て
の
解
説
は
以
下
の
文
献

に
詳
し
い
。P
hilippe A

ghion and P
eter H

ow
itt, E

n
d

ogen
ou

s G
row

th
 T

h
eory, T

he M
IT
 P
ress, 1998 and T

h
e E

con
om

ics of 

G
row

th, T
he M

IT
 P
ress, 2009. P

aul M
.R
om
er, “T

he O
rigins of E

ndogenous G
row
th T
heory, ” pp.3-22; G

ene M
 G
rossm

an and 

E
lhanan  H

elpm
an, “E

ndogenous  Innovation in the T
heory of G

row
th, ” pp.23-44; R

obert M
.S
olow
, “P
erspectives on G

row
th 

T
heory, ” pp.45-54; H

ow
ard P

ack, “E
ndogenous G

row
th T

heory; Intellectual A
ppeal and E

m
pirical S

hortcom
ings, ” pp.55-72, 

T
h

e Jou
rn

al of E
con

om
ic P

erspectives, W
inter 1994.

（
37
） M

cK
innon, R

onald I., M
on

ey an
d

 C
apital in

 E
con

om
ic D

evelopm
en

t, B
rookings Institution, 1973; T

h
e O

rd
er of E

con
om

ic 

二
六
九
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L
iberalization, Johns H

opkins U
niversity P

ress, 1993.
（
38
） B

anerjee, A
bhijit V

., and E
sther D

ufl o, “G
row
th T

heory through the L
ens of D

evelopm
ent E

conom
ics, ” H

an
d

book of 

E
con

om
ic G

row
th, V

ol.1A
., ed., by P

hlippe A
ghion and S

teven N
. D
urlauf, E

laseview
, 2005, pp.473-352; P

oor E
con

om
ics: A

 

R
ad

ical R
eth

in
kin

g of th
e W

ay to F
igh

t G
lobal P

overty, P
ublic A

ff airs, 2011; A
bhijit B

anerjee and R
uim
in H
e, “M

aking A
id 

W
ork, ” R

ein
ven

tin
g F

oreign
 A

id, ed., by W
illiam

 E
asterly, T

he M
IT
 P
ress, 2008, pp.47-92. 

サ
ッ
ク
ス
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